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木村祐一さんも出演している「よしもと祇園花月」では漫才、落語、新喜劇など生の“笑い”を
間近で体感してたっぷりと笑っていただけます。くわしくは「よしもと祇園花月」で検索してください！！

王
将
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35

　
何
年
振
り
か
に
西
大
路
八
条
を
通
っ
た
時
に

甦
る
記
憶
。
あ
れ
は
確
か
中
学
時
代
、
何
年
生

だ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
で
す
が
、
南
東
の
角

に
餃
子
の
王
将
が
あ
り
ま
し
て
ね
、
当
時
の
私

は
野
球
部
所
属
で
、
頭
は
常
に
綺
麗
な
五
分
刈

り
。
で
、
馴
染
み
の
理
髪
店
が
春
日
通
に
あ
っ

た
ん
か
な
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
共
に
3
人
で
散
髪

を
済
ま
せ
た
帰
り
、
腹
が
空
い
た
と
王
将
へ
。
い

つ
も
の
天
津
飯
と
餃
子
を
頬
張
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
端
で
ビ
ー
ル
を
飲
り
な
が
ら

こ
ち
ら
を
ず
っ
と
見
て
い
る
叔
父
さ
ん
あ
り
。
す

る
と
や
に
わ
に
「
頭
が
気
持
ち
え
え
。
コ
コ
は
お

っ
ち
ゃ
ん
に
奢
ら
せ
て
く
れ
」
と
。
ど
う
や
ら
刈

り
た
て
の
坊
主
頭
が
大
層
気
に
入
っ
た
様
子
。

い
え
い
え
そ
ん
な
と
遠
慮
す
る
我
ら
を
尻
目
に

速
攻
カ
ウ
ン
タ
ー
の
レ
ジ
へ
行
く
と
支
払
う
叔
父

さ
ん
。
我
ら
顔
を
見
合
わ
せ
る
と
叔
父
さ
ん
に

向
き
直
り
「
ご
馳
走
様
で
し
た
ー
っ
！
」「
か
ま

へ
ん
か
ま
へ
ん
」
帰
る
叔
父
さ
ん
。
そ
ん
な
王
将

も
無
く
な
っ
て
お
り
、
歴
史
と
と
も
に
良
き
思

い
出
に
な
っ
て
ま
す
。
と
こ
ろ
で
東
京
の
50
代
の

友
人
曰
く
「
天
津
飯
は
今
ま
で
で
2
回
く
ら
い

し
か
食
べ
て
ま
せ
ん
」。
奢
っ
て
あ
げ
た
い
、
も

ぅ
禿
げ
て
坊
主
頭
や
さ
か
い
に
。

や

※

※
現
在
休
業
中

四条通で サウンドロゴが流れています！四条繁栄会の

パターン１　♪♪♪♪♪四条繁栄会♪
パターン２　♪風格と華やぎのあるストリートを目指しています  四条繁栄会♪
パターン３　♪伝統と新しさの出会うストリートを創造する  四条繁栄会♪

四条通（四条烏丸～四条大橋西詰）のアーケード下で、四条繁栄会のサウンドロゴが
流れています！  10時から20時までの間、1時間ごとに流れる時報の前に、3つの
パターンでランダムに放送中です。四条通を歩くときにはぜひ聞いてみてくださいね。

僕が作りました!
サウンドクリエイター

原田 博行

時報の声、
頑張りました！
本誌編集長  円城 新子

加盟店はこちらで検索！



　
本
誌
で
紹
介
後
、
体
の
悩
み
を
抱

え
る
人
か
ら
の
反
響
が
大
き
い
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン

「
Ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ（
チ
エ
・
プ
リ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
）」。

　「
本
気
で
自
分
の
体
に
向
き
合
い
た

い
人
が
来
て
下
さ
り
、
う
れ
し
い
で
す
」

と
考
案
者
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
栗

本
知
枝
さ
ん
。
ヨ
ガ
で
も
ピ
ラ
テ
ィ
ス

で
も
な
い
、
解
剖
生
理
学
や
東
洋
医
学

に
基
づ
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ソ
ッ
ド
は
、

そ
の
人
の
姿
勢
や
骨
格
を
見
な
が
ら
歪

み
を
整
え
、
本
来
の
動
き
が
で
き
る
体

に
再
構
築
す
る
画
期
的
な
レ
ッ
ス
ン
だ
。

イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
、
骨
、
関
節
、
靭
帯
、

筋
膜
に
は
た
ら
き
か
け
て
し
な
や
か
な

肉
体
を
得
る
メ
ソ
ッ
ド
で
、
施
術
中
に

「
体
が
変
わ
っ
た
」
と
の
実
感
を
得
る

人
も
い
る
と
い
う
。

　「
も
し
体
の
ど
こ
か
が
痛
い
な
ら
、

そ
れ
は
体
か
ら
の
『
な
ん
と
か
し
て
！
』

の
悲
鳴
と
と
ら
え
て
く
だ
さ
い
」
と
栗

本
さ
ん
。
人
の
体
は
生
ま
れ
落
ち
た

瞬
間
か
ら
重
力
と
時
間
で
劣
化
す
る
の

で
、
手
入
れ
を
し
な
い
と
痛
み
が
出
て

当
然
と
、
栗
本
さ
ん
は
話
す
。

　「
思
春
期
の
体
の
だ
る
さ
や
、
更
年

期
の
不
定
愁
訴
。
痛
み
や
不
調
へ
の
答

え
が
欲
し
い
人
、
心
身
と
も
に
『
今
の

ま
ま
で
は
生
き
に
く
い
』
と
感
じ
て
い

る
人
に
来
て
ほ
し
い
で
す
」。

　
受
講
者
は
小
学
生
か
ら
70
代
ま
で

幅
広
い
。体
に
つ
い
て
知
り
た
い
け
れ
ど
、

誰
に
聞
い
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
こ

と
を
教
え
て
く
れ
る
と
好
評
だ
。。

　
体
が
整
え
ば
、
ボ
デ
ィ
も
ス
ッ
キ
リ

す
る
。
個
人
差
は
あ
る
の
で
効
果
を
保

証
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
あ
る
59
歳

の
女
性
は
月
２
回
の
レ
ッ
ス
ン
と
自
宅

で
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
続
け
、
１
カ
月
で

ウ
ェ
ス
ト
８
ｃ
ｍ
減
し
た
そ
う
だ
。

　「
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
体
に
必
要
な
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
方
法
を
お
教
え
す
る
の
で
、

ご
自
宅
で
続
け
て
く
だ
さ
い
。
レ
ッ
ス

ン
で
は
、
セ
ル
フ
ケ
ア
で
き
る
方
法
を

学
ん
で
ほ
し
い
で
す
」。

　
継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
、

自
分
が
思
う
よ
う
に
気
持
ち
よ
く
動

か
せ
る
体
を
手
に
入
れ
る
。
目
指
す

の
は
「
体
の
悩
み
が
な
く
、
生
き
る
の

が
楽
し
い
」
世
界
だ
。

窓からの陽光、広 と々したラグ――この
雰囲気も最高！　と評判のスタジオ。すべ
て個人レッスン(ペア可)のため、他者への
気遣いは不要だ。身長を伸ばしたいと
いった、個別の悩みを聞くことから始める。
「妊活中の女性には自律神経を整える
レッスンをお勧めしています。去年、通って
いた38歳から46歳の8人全員が妊娠しま
した。妊娠した理由は、産婦人科での不
妊治療の成果だと思います。ただ、体をゆ
るめたことで心身がリラックスでき、お医
者さんの施術がうまくいく助けになった
可能性はあったかもしれない、と想像して
います。効果を保証するものではないの
で、正確に主旨を理解してきてください
ね」。初回体験85分8千円～いずれもカウ
ンセリング付。この価格で「一生モノ」の
体へのアドバイスがもらえるのは値打ち
がある。入会金・年会費ともに不要。

理想的な体をつくるオーダーメイドレッスン

Chie
Precondition

本気で変わりたい人だけ来てほしい

「自宅でセルフケア」の方法を学ぶ♯2

自
分
が
思
う
よ
う
に

気
持
ち
よ
く
動
か
せ
る
体
を
目
指
す

鹿児島県出身。Studio FRAMEWORK主宰。
Chie Precondition考案者。インストラクターほ
かセミナー講師としても活動中。元教員。全米
ヨガアライアンスRYT200、日本コアコンディ
ショニング協会、アスリートフードマイスター、
フードスペシャリスト、フードコーディネーター。

栗本 知枝インストラクター

「レッスン予約」→「Ｃｈｉｅ Ｐｒｅｃｏｎｄｉｔｉ
ｏｎ初回」を選択。本気の人だけに来て欲しい
ので、ホームページからの予約か、「Ｓｔｕｄｉｏ 
ＦＲＡＭＥＷＯＲＫ」インスタのDMで連絡を！

Studio FRAMEWORK

もよりバス停は「銀閣寺道」

x京都市左京区北白川久保
田町16-3 MATAHARI 2F

インスタグラムホームページ

※男性はご紹介の場合のみご予約を承っております。

今号の表紙� �［絵］�森��華

うままち
土に根ざし血に根ざし、おんまは
集うよしあわせに。風のごとく火の
ごとく、おんまは駆けるよどこまで
も。思いよこしま無し、思いよこし
ま無し。
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いわゆる「京都人」と呼ばれる人 は々、かなりのこだわり
屋です。行列やブランドにまどわされない審美眼で、いつ
も自分の「お気に入り」を発見しています。そんなみなさ
んに満足と納得をしてもらえるフリーマガジンを目指した
い。私たち編集部は、京都の土壌における「職人」とい
うキーワードに着目し、あるバス停から半径500mの円
内をくまなく歩きます。そして、独自の哲学、ポリシーを持

った「職人」気質の方 を々発見し、取材して巻頭で特
集しています。このコンセプトのもと、特集以降の全ペー
ジも、編集部が興味をもち、確かめて、感動や衝撃を受
けたことだけを掲載しています。『ハンケイ500m』には、
私たちがお知らせしたい、オリジナルな情報が詰まって
います。他のどこにもないフリーマガジンを存分に楽しん
でください。
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コンビニコンビニ

陸橋陸橋

コンビニコンビニ

若宮八幡宮若宮八幡宮 京都陶磁器会館京都陶磁器会館
公園公園

東山区社会福祉協議会
（やすらぎ・ふれあい館）
東山区社会福祉協議会

（やすらぎ・ふれあい館）

公園公園

五条坂京焼登り窯
（元藤平陶芸登り窯）
五条坂京焼登り窯

（元藤平陶芸登り窯）コンビニコンビニ

いまひえ
新日吉神宮
いまひえ
新日吉神宮

智積院智積院 豊国廟豊国廟

大谷本廟大谷本廟

清水寺清水寺

産
寧
坂

産
寧
坂

養源院養源院

法住寺法住寺

京都国立博物館京都国立博物館

 三十三間堂
（蓮華王院）
 三十三間堂
（蓮華王院）

ハイアットリージェンシー京都ハイアットリージェンシー京都

豊国神社豊国神社

方広寺方広寺

方広寺大仏殿跡
緑地公園
方広寺大仏殿跡
緑地公園

耳塚耳塚
耳塚公園耳塚公園

公園公園

ＪＲ湖西線・
琵琶湖線

ＪＲ湖西線・
琵琶湖線京

阪
本
線

京
阪
本
線

渋谷通
渋谷通

五条通五条通
国道1号線
国道1号線

七条通七条通

東
大
路
通

東
大
路
通

女坂女坂

五条
坂

五条
坂

清水坂
清水坂

茶わん坂茶わん坂

大
和
大
路
通

大
和
大
路
通

塩小路通塩小路通

馬町
市バス

京都駅前
から乗車約13分
地下鉄烏丸線・
JR・近鉄京都線
京都駅

市バス
三条京阪前
から乗車約21分

京阪本線
三条駅

地下鉄東西線
三条京阪駅

市バス
西ノ京円町
から乗車約33分

JR 嵯峨野線
円町駅

市バス
北大路バス
ターミナル
から乗車約40分
地下鉄烏丸線
北大路駅

202

202

206

206

市バス
烏丸丸太町
から乗車約24分
地下鉄烏丸線
丸太町駅

市バス
大石橋

から乗車約11分
地下鉄
九条駅

市バス
東山三条

から乗車約12分
地下鉄東西線
東山駅

市バス
四条河原町
から乗車約13分

阪急京都線
京都河原町駅

2068620686

86

86

86

2072025820720258

58 58 207207

馬町

五条坂

東山七条

今熊野

博物館三十三間堂前

河井寛次郎記念館
P06

市川屋珈琲
P 14

あまた
P 10

里
P 12

音羽屋
P 16

三幸
P08

―上段／主要なバス停からの乗車時間　下段／鉄道の最寄駅　 ―市バスの系統番号　　市バス101号系統は当面の間、運休しています。直近の運行情報は交通局ホームページをご確認ください。

U m a m a c h i

馬町

車が多い東大路通を、五条から南へ歩いてみる。
東から西へ少し坂になっている渋谷街道と交差する。

このあたりが、馬町。西は大和大路と交差するあたりまで、
静かで情緒的な道には、小さな陶芸のお店や喫茶店、和菓子屋などが点在する。

やさしいつながりの家族が、大切なものを守りながら暮らす街。
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河井寛次郎記念館
z075-561-3585　x京都市東
山区五条坂鐘鋳町569　c10時
～17時（入館受付16時まで）　v
月（祝日の場合は開館、翌日休）

もよりバス停は「馬町」  

1／家主とともに囲炉裏を囲む大勢の客人た
ち。当時の河井家では、連日このような光景
が見られた。3／地域の陶工たちも共同で使
用していた登り窯。鷺さんは「窯に火が入る
と、お祭りのように気持ちが高揚したものです」
と振り返る。2・4／館内には特に説明書きな
どもなく、河井の作品が自然に置かれている。

「鑑賞するのではなく、直に触れて『用の美』
を感じてもらえれば」と鷺さん。家族の暮らし
た空間を当時のまま公開する当記念館ならで
は。

KAWAI KANJIRO 
KINENKAN

大
正
～
昭
和
期
に
活
躍
し
、
民
藝
運
動
の
中

心
的
役
割
を
果
た
し
た
陶
工
・
河
井
寛
次
郎
。

河
井
が
自
ら
設
計
し
、
当
時
の
貴
重
な
登
り
窯

が
残
る
自
宅
兼
工
房
は
、
没
後
ま
も
な
く
記
念

館
と
な
り
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
河
井

の
孫
で
、
当
館
の
学
芸
員
を
務
め
る
鷺さ
ぎ

珠た
ま

江え

さ

ん
は
、
家
族
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
館
で
働
く

こ
と
を
「
大
好
き
な
祖
父
に
つ
い
て
専
門
的
に

研
究
で
き
る
学
芸
員
で
す
。
あ
り
が
た
い
環
境

だ
と
、
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

家
族
で
運
営
す
る
記
念
館
は
、
２
０
２
３
年
２

月
に
、
開
館
50
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

真
ん
中
に
祖
父
が
い
る
生
家 

記
念
館
の
学
芸
員
に

当
館
は
河
井
の
一
人
娘
を
母
に
も
つ
鷺
さ
ん

の
生
家
で
も
あ
る
。
祖
父
母
や
両
親
、
姉
妹
に

加
え
、
住
み
込
み
の
見
習
い
弟
子
や
行
儀
見
習

い
の
お
嬢
さ
ん
な
ど
、
総
勢
10
数
名
が
と
も
に

暮
ら
す
大
所
帯
だ
っ
た
。

「
来
客
が
多
い
家
で
、
大
人
は
い
つ
も
忙
し

そ
う
で
し
た
。
と
は
い
え
放
任
主
義
で
は
な
く
、

や
り
た
い
こ
と
も
何
で
も
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
」。

自
由
な
環
境
で
育
っ
た
鷺
さ
ん
は
、
同
志
社
大

学
文
学
部
に
進
学
。
史
学
科
で
美
術
を
学
び
、
卒

論
の
テ
ー
マ
に
は
「
河
井
寛
次
郎
」
を
選
ん
だ
。

「
義
理
の
兄
の
勧
め
で
在
学
中
に
学
芸
員
の

資
格
を
取
り
、
卒
業
後
は
自
然
な
流
れ
で
記
念

館
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」。

鷺
さ
ん
は
学
芸
員
で
あ
る
と
同
時
に
、
作
家

の
遺
族
で
も
あ
る
。
鷺
さ
ん
以
外
の
職
員
も
み

ん
な
親
族
だ
。
河
井
寛
次
郎
そ
の
人
を
知
る
家

族
が
運
営
を
行
う
─
─
。
こ
の
特
異
性
が
、
こ

の
記
念
館
の
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

「
も
し
寛
次
郎
が
ま
っ
た
く
の
他
人
だ
っ
た

ら
、
も
っ
と
遠
慮
な
く
、
手
放
し
で
褒
め
ら
れ

る
の
で
す
が
、
身
内
だ
と
そ
う
も
い
か
な
く

て
」
と
、
鷺
さ
ん
は
遠
慮
が
ち
に
前
置
き
し
て

か
ら
、
祖
父
へ
の
思
い
を
話
し
て
く
れ
た
。

「
う
ち
の
家
族
は
み
ん
な
、
祖
父
の
こ
と
が

大
好
き
な
ん
で
す
。
彼
は
功
名
心
や
出
世
欲
と

は
無
縁
の
人
。
家
族
の
進
む
べ
き
道
を
示
し
て

く
れ
る
、
羅
針
盤
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
」。

河
井
家
に
受
け
継
が
れ
る 

千せ
ん

客き
ゃ
く

万ば
ん

来ら
い

の
家
風

河
井
家
は
昔
か
ら
「
千
客
万
来
の
家
」
だ
っ

た
。
民
藝
運
動
の
仲
間
は
も
ち
ろ
ん
、
河
井
と

面
識
が
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
訪
ね
て
き

た
人
は
等
し
く
歓
迎
し
た
と
い
う
。

「
祖
母
は
毎
日
、
掃
除
の
た
め
に
早
起
き
し

て
い
ま
し
た
。
立
派
な
お
皿
に
見
合
う
料
理
を

作
り
、
家
族
と
一
緒
に
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
飲
み

食
い
を
し
て
も
ら
う
。
た
と
え
祖
父
が
留
守
の

と
き
で
も
、
同
じ
よ
う
に
も
て
な
し
ま
し
た
」。

か
く
し
て
「
先
客
万
来
」
の
精
神
は
、
河
井
を

敬
愛
し
て
や
ま
な
い
家
族
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、

記
念
館
の
「
現
在
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
こ
の
空
間
で
自
由
に
、
い
い
時
間
を
過
ご

し
て
ほ
し
い
」。
作
品
を
「
鑑
賞
す
る
」
と
か
、

偉
大
な
陶
芸
家
の
「
足
跡
を
追
う
」
と
か
、
そ

ん
な
ふ
う
に
構
え
る
必
要
は
な
い
と
鷺
さ
ん
は

言
う
。
客
人
を
喜
ん
で
迎
え
る
の
は
我
が
家
の

伝
統
な
の
だ
か
ら
、
と
。
家
主
は
不
在
だ
け
れ

ど
、
「
ち
ょ
っ
と
、
河
井
寛
次
郎
さ
ん
に
会
い

に
き
ま
し
た
」
と
、
次
々
や
っ
て
く
る
客
を
迎

え
入
れ
る
。「
河
井
寛
次
郎
記
念
館
」
は
、
そ

う
や
っ
て
50
年
の
時
を
刻
ん
で
き
た
の
だ
。

仲のいい家族が営む、在りし日の姿を伝える記念館。

「『ちょっと会いにきた』という気持ちで、
気配を感じてほしい」

身
内
で
な
け
れ
ば

も
っ
と

褒
め
ら
れ
る
の
に

SagiTamae

河井寛次郎記念館　学芸員 　鷺  珠 江

2
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三幸
z075-551-1979　x京都市東
山区下馬町496-1　c金・土・日
の17時～21時　v月、火、水、木

もよりバス停は「馬町」  

１／あつあつの餡がたっぷりかかった「かぶら蒸し」500円。
筍料理は4月中旬から。今は中華麺にからしをまぶした京
都中華の定番「からしそば」を試作中だ。２／佳隆さんが一
番好きだという「うどん入りのべた焼」850円。コロナ以前は
近くのゲストハウスを利用する外国人も多く訪れた。大人も
子どもも、外国人にも支持される、わかりやすいおいしさだ。 
３／使い込まれた鉄板が店の歴史を雄弁に語る。サークル
終わりの京女生がカウンターにずらりと並ぶことも。

「
三
幸
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
町
の
お
好
み
焼
き

屋
」。
多
い
の
は
常
連
客
、
あ
る
い
は
近
所
の
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
に
泊
ま
っ
た
外
国
人
も
訪
れ
る
。

開
店
は
１
９
８
０
年
。
二
代
目
の
店
主
、
池

田
武
夫
さ
ん
の
妻
が
自
宅
一
階
で
始
め
た
店
だ
。

父
で
あ
る
武
夫
さ
ん
と
と
も
に
店
を
切
り
盛
り

す
る
三
代
目
の
佳
隆
さ
ん
は
、
一
昨
年
、
32
年

勤
め
た
会
社
を
早
期
退
職
し
、
本
格
的
に
店
に

携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
立
ち
っ
ぱ
な
し
の
仕

事
だ
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
頃
と
は
疲
れ
方

が
違
い
ま
す
」。
そ
う
言
い
つ
つ
も
、
第
二
の
人

生
を
歩
み
始
め
た
彼
は
、
ど
こ
か
楽
し
げ
だ
。

家
族
を
襲
っ
た
突
然
の
不
幸 

休
業
、そ
し
て
再
開
へ

「
開
店
当
初
は
、
母
の
人
柄
で
し
ょ
う
。
遠

方
か
ら
通
う
常
連
さ
ん
も
少
な
く
な
か
っ
た
」。

け
ず
、
父
の
武
夫
さ
ん
だ
け
で
店
を
維
持
す
る

の
は
困
難
に
。
そ
こ
で
佳
隆
さ
ん
が
手
伝
え
る

週
末
の
３
日
間
だ
け
店
を
開
け
る
こ
と
に
。
し

か
し
会
社
と
店
の
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
は
思
い
の
ほ

か
大
変
で
、
佳
隆
さ
ん
は
悩
ん
だ
末
に
会
社
を

辞
め
る
決
断
を
し
た
。

見
え
る
景
色
が
違
う
世
界
で 

今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

営
業
マ
ン
と
し
て
企
業
相
手
に
大
き
な
お
金

を
動
か
す
仕
事
か
ら
、
日
銭
を
稼
ぐ
客
商
売
へ
。

「
見
え
る
世
界
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ど
う
し

た
ら
利
益
が
出
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
何
を
す

べ
き
か
。
自
分
で
す
べ
て
決
め
ら
れ
る
反
面
、

責
任
の
大
き
さ
も
感
じ
ま
す
」。

売
上
を
伸
ば
す
た
め
、
季
節
の
一
品
を
メ
ニ

ュ
ー
に
加
え
た
。
春
に
は
妻
の
地
元
で
採
れ
る

そ
ん
な
「
三
幸
」
に
、
思
い
が
け
な
い
不
幸

が
襲
っ
た
の
は
２
０
０
１
年
の
こ
と
。「
母
が

突
然
、
他
界
し
て
し
ま
っ
て
。
店
は
一
旦
、
閉

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」。

悩
ん
だ
末
、
別
の
場
所
で
飲
食
店
を
し
て
い

た
父
の
武
夫
さ
ん
が
「
三
幸
」
を
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
っ
て
店
を
続
け
た
。

と
こ
ろ
が
今
度
は
武
夫
さ
ん
が
病
で
倒
れ
て
し
ま

う
。
９
年
前
、
２
０
１
４
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

大
阪
の
中
高
一
貫
校
か
ら
関
西
学
院
大
学
へ

進
み
、
卒
業
後
は
京
都
の
企
業
に
就
職
し
た
佳

隆
さ
ん
は
、
そ
の
と
き
広
告
の
仕
事
で
多
忙
な

日
々
を
送
っ
て
い
た
。
佳
隆
さ
ん
は
父
が
倒
れ

た
と
き
を
こ
う
振
り
返
る
。

「
一
時
は
ど
う
な
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

奇
跡
の
復
活
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
」。

体
調
が
戻
っ
て
も
以
前
と
同
じ
よ
う
に
は
働

筍
の
料
理
、
冬
に
は
お
で
ん
や
か
ぶ
ら
蒸
し
。

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
と
き
に
会
食
の
機
会
が

多
か
っ
た
の
で
、
舌
は
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
な

に
よ
り
料
理
す
る
母
の
姿
を
ず
っ
と
見
て
き
ま

し
た
か
ら
。
そ
れ
は
大
き
い
で
す
ね
」。

佳
隆
さ
ん
の
作
る
料
理
は
常
連
さ
ん
に
も
好

評
で
、
今
で
は
お
好
み
焼
き
を
食
べ
ず
に
帰
る

人
も
い
る
ほ
ど
だ
。
し
か
し
「
三
幸
」
は
あ
く

ま
で
「
町
の
お
好
み
焼
き
屋
」
と
佳
隆
さ
ん
。
価

格
は
驚
く
ほ
ど
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
だ
。「
父
の
健
康

維
持
の
た
め
に
店
を
や
っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
の

で
」
と
佳
隆
さ
ん
は
父
へ
の
思
い
を
見
せ
る
。

営
業
中
は
奥
の
調
理
場
で
息
子
の
補
助
に
徹

す
る
武
夫
さ
ん
。
言
葉
は
発
せ
ず
と
も
、
阿あ

吽う
ん

の
呼
吸
で
注
文
を
さ
ば
い
て
い
く
父
と
息
子
。

も
し
も
亡
き
母
が
こ
の
様
子
を
見
た
ら
、
一
体

ど
ん
な
顔
を
す
る
だ
ろ
う
か
。

SANKOU

母の味を、父子が引き継ぐお好み焼き店。

「サラリーマンから、個人相手の客商売へ。
世の中の見え方が大きく変わった」

鉄板の前に立つ
母の姿を見てきた

Takeo 
Yoshitaka

Ikeda
Ikeda

三幸　三代目 　池田佳隆
　二代目 　池田武夫
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大
和
大
路
通
沿
い
で
見
つ
け
た
、
「
や
ち
む

ん
」
の
文
字
。
や
ち
む
ん
と
は
、
沖
縄
の
焼
き

物
を
指
す
島
言
葉
だ
。
清
水
焼
の
故
郷
で
あ
る

東
山
五
条
で
「
や
ち
む
ん
」
と
は
、
こ
れ
如
何

に
。
謎
を
解
き
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
、
い
ざ
、

古
い
町
家
の
戸
を
叩
い
た
。

民
藝
を
通
じ
て
魅
了
さ
れ
た 

日
本
の
も
の
づ
く
り

店
の
名
は
「
M
O
T
T
A
I
N
A
I
ク
ラ
フ

ト�

あ
ま
た
」。
戸
を
開
け
る
と
、
凛
と
し
た
雰

囲
気
を
漂
わ
せ
る
女
性
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

オ
ー
ナ
ー
の
若
本
紀
子
さ
ん
は
東
京
生
ま
れ

の
京
都
育
ち
。
飲
食
業
で
器
を
扱
う
親
の
も
と
、

自
ら
も
「
焼
き
物
好
き
」
に
な
っ
た
。
高
校
卒

業
後
は
嵯
峨
美
術
短
期
大
学
の
陶
芸
科
に
進
学
。

作
陶
に
取
り
組
ん
だ
２
年
間
で
、
作
家
の
才
能

が
な
い
と
気
づ
い
た
。
嵯
峨
美
へ
の
編
入
で
学

芸
員
の
資
格
を
得
た
も
の
の
、
就
職
は
狭
き
門
。

そ
ん
な
時
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
が
当
時
の

バ
イ
ト
先
で
、
錦
市
場
そ
ば
に
あ
っ
た
「
松
本

民
芸
家
具
」
の
京
都
店
だ
っ
た
。

民
藝
の
流
れ
を
汲
む
同
店
で
は
、
接
客
か
ら

生
産
地
に
足
を
運
ん
で
の
買
い
付
け
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
た
。
な
か
で
も
一
番
の
収

穫
は
、
民
藝
の
提
唱
者
で
あ
る
柳
宗
悦
を
知
る

作
家
と
直
接
関
わ
れ
た
こ
と
だ
。作
家
の
生
き
方

と
は
切
り
離
せ
な
い
創
作
物
の
凄
み
を
知
っ
た
。

「
民
藝
運
動
の
根
本
を
知
る
創
始
者
の
方
々

と
お
話
が
で
き
た
。
も
の
づ
く
り
の
原
点
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

就
職
し
た
い
会
社
が
な
い
と
い
う
理
由
で
独

立
を
決
意
し
た
の
は
15
年
前
。
そ
の
前
に
在
籍

し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
い
わ
ゆ
る
巨
匠
の
作

品
に
も
触
れ
た
。
そ
れ
で
も
や
は
り
若
本
さ
ん

の
心
を
震
わ
せ
た
の
は
高
価
な
美
術
品
で
は
な

く
、
手
を
伸
ば
せ
ば
い
つ
も
そ
こ
に
あ
る
手
仕

事
の
も
の
た
ち
だ
っ
た
。

手
仕
事
の
も
の
た
ち
が 

人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

民
藝
と
い
う
言
葉
の
定
義
が
薄
れ
つ
つ
あ
る

昨
今
、
も
の
を
選
ぶ
う
え
で
重
視
し
て
い
る
の

は
地
産
地
消
だ
。
民
藝
は
そ
の
土
地
の
文
化
を

写
す
も
の
。
そ
の
精
神
が
今
も
色
濃
く
残
る
の

が
、
冒
頭
で
触
れ
た
や
ち
む
ん
に
代
表
さ
れ
る

沖
縄
の
手
仕
事
と
い
う
。

「
眼
を
鍛
え
な
い
と
自
分
の
欲
し
い
も
の
は

見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
店
を
訪
れ
て
、
た

く
さ
ん
の
中
か
ら
気
に
入
っ
た
も
の
を
見
つ
け

て
帰
っ
て
ほ
し
い
」。

最
近
は
１
点
１
点
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
展

示
す
る
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
少
な
く
な
い
。

し
か
し
、
こ
ち
ら
で
は
屋
号
の
通
り
、
あ
ま
た

の
も
の
を
優
劣
も
つ
け
ず
に
並
べ
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
手
仕
事
を
扱
う
が
、
や
は
り
思
い
入
れ
が

あ
る
の
は
焼
き
物
だ
。
人
間
の
営
み
に
欠
か
せ

ぬ
「
食
」。
お
気
に
入
り
の
器
に
普
段
の
料
理

を
盛
り
付
け
て
食
卓
を
豊
か
に
す
る
こ
と
は
、

人
生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
だ
と
信
じ
て
い
る
。

「
私
は
『
も
の
』
が
好
き
な
ん
で
す
。
そ
れ

も
、
人
間
の
生
活
を
取
り
巻
く
『
も
の
』
が
好

き
。
日
々
使
い
続
け
る
こ
と
で
愛
着
が
湧
き
、

い
つ
し
か
同
志
に
な
る
ん
で
す
」。

オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
は
し
な
い
。
生
産
地
や
作

家
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
見
て
、
触
れ
、
感
じ

る
。
最
近
、
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
「
も

の
」
と
出
会
う
楽
し
さ
が
、
こ
こ
に
は
あ
る
。

使い続けることで
同志になる

日本各地の手仕事を取り扱う、町家のクラフトショップ。

「人間の生活を取り巻くものが好きなんです」

MOTTAINAIクラフト あまた  オーナー 　若本紀子

１／あまたの品々に目移りしてしまう店内。企画展も定期的
に開催する。２／お茶の時間が待ち遠しくなる神谷理加子の
急須11,000円をはじめ、島の窯元から届けられた沖縄やち
むんたち。３／米軍基地に捨てられていた瓶を再利用したこ
とに始まる琉球ガラスの歴史。ガラスとも思えぬ温かみのあ
る質感が印象的だ。４／河井寛次郎記念館からもほど近い
場所。ここに店を構えたのは「偶然」と若本さん。

MOTTAINAIクラフト あまた
z075-531-5877　x京都市東山
区大和大路五条下ル石垣町東側
65　c11時～18時　v年末年始 
※ イベントはHPで要確認 https://

amatacraft.exblog.jp

もよりバス停は「馬町」  

Noriko Wakamoto
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１／同店といえばやはりグラタン。一番人気のハンバーググ
ラタン、創業時からの味を守る、ぷりぷり海老グラタン共に
1,000円。２／粗挽き肉を手ごねで。自家製デミグラスソース
も自慢の里の自家製ハンバーグステーキセット1,490円(ご
飯、サラダ、スープ付き)。サラダは父から受け継いだ特製ドレ
ッシングで。３／ランチタイムともなると京女生で賑わう店内。

SATO

Rie
Sakurai

こ
の
店
名
を
聞
く
と
、
学
生
時
代
を
思
い
起

こ
す
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
京
都
女
子
大

学
へ
と
続
く
通
称
・
女
坂
に
建
つ
一
軒
の
洋
食

屋
「
里
」。
創
業
は
１
９
７
３
年
。
名
物
は
ベ

シ
ャ
メ
ル
ソ
ー
ス
か
ら
手
作
り
の
グ
ラ
タ
ン
だ
。

度
重
な
る
家
族
問
題
に 

捧
げ
た
20
〜
30
代

「
友
達
と
遊
ぶ
よ
り
も
、
家
で
働
く
の
が
好

き
。
そ
ん
な
子
ど
も
で
し
た
」。

２
代
目
は
創
業
者
の
長
女
で
「
さ
と
り
え
」

と
い
う
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
櫻
井
理
絵
さ

ん
。
小
学
校
が
終
わ
る
と
、
店
で
グ
ラ
タ
ン
に

使
用
す
る
エ
ビ
の
殻
を
剥
く
。
中
学
生
に
な
る

と
、
今
度
は
厨
房
に
入
っ
て
フ
ラ
イ
パ
ン
を
振

る
よ
う
に
。「
父
母
の
店
を
継
ぐ
の
は
当
然
」。大

人
に
な
っ
て
も
、
そ
う
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。

も
の
づ
く
り
好
き
が
高
じ
て
、
卒
業
後
は
京

都
造
形
短
期
大
学
で
日
本
画
を
専
攻
。
ア
パ
レ

ル
業
界
に
就
職
し
た
が
、
22
歳
の
と
き
に
母
が

若
年
性
認
知
症
を
患
う
。
店
を
手
伝
う
た
め
実

家
に
戻
っ
た
が
、
す
で
に
赤
字
経
営
で
火
の
車
。

無
給
で
が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
た
。
母
の
介
護
と

店
の
仕
事
で
毎
日
が
終
わ
る
。
ま
わ
り
の
子
た

ち
の
よ
う
に
生
き
ら
れ
な
い
現
実
が
つ
ね
に
頭

に
あ
っ
た
。
結
婚
も
無
理
だ
。
そ
れ
で
も
、
で

き
な
い
こ
と
を
家
族
の
せ
い
に
し
た
く
な
い
。

時
間
を
捻
出
し
、
自
分
が
興
味
の
あ
る
、
ア
ー

ト
や
習
い
事
、
華
道
へ
の
挑
戦
に
費
や
し
た
。

し
か
し
、
20
代
後
半
の
と
き
、
年
子
の
兄
が

調
子
を
崩
し
、
ほ
ど
な
く
し
て
大
黒
柱
の
父
が

階
段
か
ら
落
ち
て
半
身
不
随
に
な
っ
て
し
ま
う
。

「
家
族
の
こ
と
に
時
間
を
費
や
し
た
20
～
30

代
で
し
た
」。

そ
の
言
葉
は
と
て
も
重
く
、
ず
し
り
と
心
に

響
い
た
。

お
客
さ
ん
の
、自
分
の 

ふ
る
里
を
守
る
た
め

当
時
の
彼
女
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
他
な

ら
ぬ
店
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
だ
っ
た
。
す
で
に

２
代
目
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
さ
と
り
え

さ
ん
は
経
営
を
見
直
し
た
。
手
作
り
の
グ
ラ
タ

ン
、
昔
な
が
ら
の
父
の
味
を
守
り
続
け
る
た
め

に
、
品
数
を
絞
り
食
材
の
グ
レ
ー
ド
を
上
げ
た
。

さ
ら
に
女
子
大
が
近
い
土
地
柄
、
女
性
が
喜
ぶ

メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
大
ヒ

ッ
ト
し
た
の
だ
。
勢
い
に
乗
り
、
祇
園
に
オ
ー

プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
Ｂ
Ａ
Ｒ
『
さ
と
り
え
工
房
』

も
話
題
に
。
名
物
は
フ
ル
ー
ツ
カ
ー
ヴ
ィ
ン
グ

や
華
道
の
経
験
を
生
か
し
た
華
や
か
な
パ
フ
ェ
。

20
代
の
頃
、
介
護
と
仕
事
の
合
い
間
を
縫
っ
て
修

得
し
た
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か

し
喜
ん
だ
の
も
束
の
間
、
そ
の
後
も
再
び
の
経
営

難
、
そ
し
て
両
親
の
他
界
と
試
練
が
続
い
た
。

現
在
43
歳
。「
今
は
平
和
で
す
」
と
安
堵
し

た
表
情
で
微
笑
む
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
心
が
折
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「『
里
』
は
ふ
る
里
の
『
里
』
で
す
。
み
ん
な

の
、
そ
し
て
父
が
残
し
た
『
里
』
を
残
せ
る
の

は
私
だ
け
だ
か
ら
」。

「
会
社
の
株
式
化
が
目
標
」
と
40
代
も
店
中

心
の
生
活
を
貫
く
。
聞
く
と
、
愛
称
の
「
さ
と

り
え
」
は
「
里
」
の
看
板
娘
「
り
え
」
ち
ゃ
ん

に
由
来
す
る
。
小
学
生
の
と
き
に
仕
込
み
を
し

て
い
た
あ
の
頃
と
同
じ
味
を
残
す
た
め
。
熱
々

の
グ
ラ
タ
ン
は
皆
に
と
っ
て
の
思
い
出
の
味
、

そ
し
て
彼
女
の
想
い
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。

丁寧に仕込まれる、昔ながらの洋食を。

「『里』を残せるのは私だけだから」

手作りの洋食屋さん 里　2代目オーナー 　櫻井理絵

今
は
平
和
で
す

手作りの洋食屋さん 里
z075-541-7969　x京都市東山
区妙法院前側町451-1　c11時～
15時半 17時～21時半（土日祝11時
～21時半)　vなし

もよりバス停は「馬町」  



2

34

1

15 14

市川屋珈琲
z075-748-1354　x 京 都 市
東山区渋谷通東大路西入ル鐘
鋳町396-2　c11時～17時（土
日祝は9時～）　v火、第2・4水

もよりバス停は「馬町」  

１・２／閉鎖的な空間にしたくないと考
え、入口から奥のカウンターまで見通せ
る造りに。３／季節感のあるものを、と
考案したフルーツサンド1,180円。イチ
ゴ、桃、ブドウなど、旬のフルーツが順
次お目見え。４／「注文が多いなぁ」と
ボヤきながらも、兄が試作を重ねて作
ってくれた清水焼・青磁のカップ&ソー
サー。ブレンドは3種類（500～530円）。
それぞれの特徴をより引き立たせるた
め、種類ごとに形状の異なるカップを使
う。

ICHIKAWAYA COFFEE

Ichikawa Yosuke 
築
２
０
０
年
を
越
え
る
町
家
に
「
市
川
屋
珈

琲
」
と
染
め
抜
い
た
暖
簾
が
か
か
る
。

「
元
々
は
祖
父
の
陶
芸
工
房
で
、
青
磁
を
焼
い

て
い
ま
し
た
。
登
り
窯
が
法
令
で
規
制
さ
れ
る

ま
で
、
祖
父
た
ち
は
こ
こ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
」。

「
市
川
屋
珈
琲
」
の
店
主
、
市
川
陽
介
さ
ん
は

陶
芸
を
生
業
と
す
る
家
に
生
ま
れ
、
山
科
の
清

水
焼
団
地
で
育
っ
た
。
祖
父
、
父
、
兄
も
陶
芸

家
だ
が
、
自
身
は
家
業
と
は
別
の
道
を
選
ん
だ
。

客
足
が
絶
え
な
い
人
気
ぶ
り
。「
喫
茶
店
は

い
ろ
ん
な
人
が
出
入
り
す
る
場
所
。
ど
の
お
客

さ
ん
に
も
フ
ラ
ッ
ト
に
接
し
た
い
」。

清
水
焼
に
囲
ま
れ
て
育
ち
、
清
水
焼
発
祥
の

地
で
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
市
川
さ
ん
は
、
確
固

た
る
思
い
を
胸
に
、
こ
の
店
を
開
い
た
。

老
舗
コ
ー
ヒ
ー
店
で
学
ん
だ 

客
商
売
の
真
理

「
大
学
生
の
頃
、
僕
の
下
宿
は
皆
の
た
ま
り

場
で
し
た
。
そ
こ
で
彼
ら
に
コ
ー
ヒ
ー
を
ふ
る

ま
う
の
が
楽
し
く
て
、
こ
ん
な
仕
事
が
で
き
た

ら
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

い
つ
か
自
分
の
店
を
持
つ
。
独
立
を
見
据

え
、
就
職
先
に
選
ん
だ
の
は
「
イ
ノ
ダ
コ
ー
ヒ
」。

「
修
業
な
ら
歴
史
の
あ
る
店
で
」
と
考
え
て
の
決

断
だ
っ
た
が
、
同
社
で
の
経
験
は
、
市
川
さ
ん

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
な
っ
た
。

入
社
し
て
最
初
の
一
年
で
、
３
０
０
人
分
の

顧
客
の
情
報
を
記
憶
し
た
。

「
何
を
注
文
す
る
か
、
新
聞
は
何
を
読
む
か
、

灰
皿
は
必
要
か
。
そ
う
い
っ
た
細
か
い
デ
ー
タ

を
似
顔
絵
付
き
で
必
死
で
覚
え
ま
し
た
」。

歴
史
あ
る
喫
茶
店
で
学
ん
だ
の
は
「
心
の
こ

も
っ
た
接
客
、
き
ち
ん
と
し
た
食
材
。
何
ご
と

に
つ
け
『
間
違
い
な
い
も
の
』
を
提
供
す
れ
ば
、

お
客
さ
ん
は
必
ず
ま
た
来
て
く
れ
る
」
と
い
う

商
売
の
真
理
だ
っ
た
。

朽
ち
た
祖
父
の
工
房
に 

自
分
の
思
い
を
乗
せ
る

独
立
に
あ
た
り
、
小
さ
な
ス
タ
ン
ド
で
開
業

も
考
え
た
が
、
イ
ノ
ダ
で
の
経
験
か
ら
「
き
ち

ん
と
し
た
佇
ま
い
の
店
で
お
客
様
を
迎
え
よ

う
」
と
思
い
直
し
た
。
そ
こ
で
老
朽
化
が
著
し

く
、
大
が
か
り
な
改
修
を
必
要
と
し
て
い
た
祖
父

の
工
房
に
「
思
い
切
っ
て
僕
の
思
い
を
全
部
乗
せ

て
み
よ
う
」
と
決
め
、
具
体
化
し
て
い
っ
た
。

す
べ
て
の
お
客
様
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ

う
「
ハ
ズ
レ
席
」
は
作
ら
な
い
。
季
節
の
変
化

が
感
じ
ら
れ
る
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
を
研
究
し
、

兄
に
頼
ん
で
、
青
磁
で
「
持
ち
や
す
く
冷
め
に

く
く
、
口
当
た
り
の
い
い
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
」

を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
完
成
し
た
清
水
焼
の
カ
ッ

プ
＆
ソ
ー
サ
ー
は
、
市
川
さ
ん
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
ー
を
象
徴
す
る
よ
う
な
出
来
栄
え
だ
っ
た
。

繁
華
街
で
も
な
い
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運

ん
で
く
れ
る
お
客
さ
ん
の
た
め
に
、
で
き
る
こ

と
は
全
部
や
ろ
う
。
こ
う
し
て
「
市
川
屋
珈

琲
」
の
物
語
は
始
ま
っ
た
。

店
が
軌
道
に
乗
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
数
も
増
え

た
。
市
川
さ
ん
は
次
世
代
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
。

「
う
ち
の
店
で
は
、
独
立
心
の
あ
る
子
を
積

極
的
に
採
用
し
て
い
ま
す
」。

自
分
が
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
、
下
の
世
代

に
伝
え
て
い
く
。
そ
れ
が
次
の
目
標
だ
。
市
川
さ

ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
こ
の
場
所
で
働
く
ス
タ
ッ

フ
も
ま
た
、
「
間
違
い
な
い
も
の
」
の
確
か
さ
を

信
じ
な
が
ら
、
お
客
様
を
迎
え
て
い
る
。

夢
は
次
の
世
代
を

育
て
る
こ
と

築２００年、祖父の陶芸工房で営むコーヒー店。

「『間違いないもの』は、お客さんの心に響く」

市川屋珈琲　店主 　市 川 陽 介



腕
の
い
い
父
譲
り
、

素
材
と
手
間
を
惜
し
ま
な
い

　
バ
ス
停
「
馬
町
」
が
あ
る
の
は
東
大

路
と
、
渋
谷
通
の
交
差
点
近
く
だ
。
今

回
訪
れ
た
和
菓
子
屋
の
音
羽
屋
は
、
渋

谷
通
を
西
に
進
み
、
大
和
大
路
に
折
れ

て
す
ぐ
に
位
置
す
る
。

　「
こ
の
あ
た
り
の
大
和
大
路
通
は
、

畳
屋
、
電
気
屋
、
風
呂
屋
、
薬
局
。
む

か
し
は
商
店
街
だ
っ
た
よ
」
と
振
り
返

る
の
は
店
主
の
大
谷
博
昭
さ
ん
、
73
歳
。

創
業
80
年
以
上
の
歴
史
あ
る
音
羽
屋
の

三
代
目
だ
。
大
谷
さ
ん
は
高
校
を
卒
業

し
た
18
歳
の
と
き
か
ら
、
父
が
和
菓
子

職
人
を
務
め
る
音
羽
屋
で
働
き
始
め
た
。

博
昭
さ
ん
が
24
歳
の
と
き
に
、
父
親
は

亡
く
な
り
跡
を
継
ぐ
こ
と
に
。
同
年
に

博
昭
さ
ん
は
美
津
子
さ
ん
と
結
婚
、
以

来
一
緒
に
店
を
切
り
盛
り
し
て
き
た
。

　「
親
父
は
き
っ
ち
り
と
し
た
仕
事
を

す
る
、
腕
の
い
い
職
人
で
し
た
。
し
ん

こ
餅
を
巻
く
の
も
、
手
際
が
よ
く
て
仕

上
が
り
が
き
れ
い
。
父
と
一
緒
に
働
い

た
18
歳
か
ら
の
５
年
間
は
貴
重
な
時
間

で
し
た
。
前
向
き
に
仕
事
し
て
い
た
父

の
姿
勢
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん

し
、
見
習
っ
て
い
ま
す
」。

　
素
材
と
手
間
が
和
菓
子
の
味
を
決
め

る
と
、
博
昭
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。
名

物
の
よ
も
ぎ
餅
は
、
生
の
よ
も
ぎ
を
ゆ

が
い
て
作
る
か
ら
香
り
が
い
い
。
人
気

の
え
び
餅
は
、
干
し
え
び
を
惜
し
み
な

く
使
う
。
み
た
ら
し
団
子
は
、
購
入
直

後
に
た
れ
を
新
た
に
塗
っ
て
渡
す
。

　「
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
が

う
れ
し
い
。
地
元
の
お
客
さ
ん
が
多
い

し
、
お
寺
さ
ん
も
き
て
く
れ
る
。
な
か

に
は
『
他
の
店
も
た
く
さ
ん
行
っ
た
け

ど
、
や
っ
ぱ
り
音
羽
屋
が
お
い
し
い
』

と
、
大
阪
や
徳
島
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
買
い

に
来
て
く
れ
る
人
も
い
る
ん
で
す
」
と
、

博
昭
さ
ん
は
お
客
さ
ん
の
話
を
う
れ
し

そ
う
に
し
て
く
れ
る
。
美
津
子
さ
ん
は

そ
の
隣
り
で
ニ
コ
ニ
コ
。

　
何
度
も
来
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
に
喜

ん
で
ほ
し
い
か
ら
、
新
し
い
和
菓
子
を

考
案
す
る
。「
び
っ
栗
」
に
「
桃
も
ち
」。

ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
も
込
み
で
、
と
に
か

く
楽
し
ん
で
ほ
し
い
の
だ
。

　
取
材
中
も
音
羽
屋
に
は
ひ
っ
き
り
な

し
に
客
が
訪
れ
て
い
た
。
顔
な
じ
み
の

お
客
さ
ん
と
も
観
光
客
と
も
近
所
の
子

ど
も
た
ち
と
も
、
話
す
の
が
好
き
な
ご

夫
婦
。
博
昭
さ
ん
と
美
津
子
さ
ん
の
人

あ
た
り
の
よ
い
笑
顔
を
見
て
い
る
と
、

「
い
い
お
店
に
来
た
な
」
と
う
れ
し
く

な
っ
て
く
る
。
和
菓
子
も
お
い
し
い
し
、

こ
し
ら
え
る
ご
夫
婦
が
ま
た
味
わ
い
深

い
。
良
心
的
な
働
き
者
が
営
む
、
馬
町

の
和
菓
子
屋
。
知
る
人
ぞ
知
る
名
店
だ
。

おじいちゃんに遊びに連れてきてもらった懐かしい
場所です。2021年にリニューアルされた園内には、
本物の信号機や道路標識、模擬道路もあり、子ど
もが交通ルールを覚えられるよう設計されています。
隣接する京都市北消防署の消防車が間近で見られ
るので、子どもに大人気。家族連れで目一杯楽し
めるスポットです。

由緒ある猿だらけの神社

もう一度46番に乗り「二条駅前」で下車。地下
鉄東西線に乗り「太秦天神川」で乗り換え、8番で
「猿田彦橋」に到着。近くにある猿田彦神社に立ち
寄りました。境内のあちこちに、木彫りや石像の可
愛い猿がいるので楽しかったです。圧倒されたのは、
樹齢700年のご神木。幹周りはなんと3m60cmも
あるそうです。
続いて地下鉄東西線に戻って「二条城前」で乗り

換え、ゴールを目指します。9番に乗り、「堀川蛸薬
師」に着きました。蛸薬師通は新京極にある蛸薬
師堂の僧侶が、戒律を破って病気の母の好物であ
るタコを買った話にちなんで、名付けられたそうです。
歴史ある京都には、ユニークな地名がたくさんあ

ります。由来を知るのも面白いですね。皆さんも名
前に注目して、地下鉄・バスに乗ってみてはいかが
でしょうか。

生き物の名前がついたバス停

今回のバス停は「馬町」。鎌倉時代、鎌倉に贈
るための馬を、この地でつないでいたことが由来
だそうです。そこで今回は、動物の名前の入ったバ
ス停を巡ってみることにしました。
まず、「馬町」から202番のバスに乗って、「今熊

野」で下車しました。バス停から東に歩くと、今熊
野観音寺があります。目を引く真っ赤な鳥居橋を渡
って、ハイキング気分で広い境内を散策。奥に進
むと、またまた真っ赤な医聖堂という塔があります。
医学に貢献した人が祀られているそうです。僕も健
康に暮らせるようにお参りしてきました！

観光におすすめなマイナー路線

バス停に戻り207番に乗って、「祇園」で乗り換
え、西賀茂車庫行きの46番に乗車します。46番は
神宮道から西賀茂車庫までをつなぐ長い路線です。
上賀茂神社、四条河原町、岡崎公園……。あまり
知られていませんが、人気の観光地に停まるので
便利な路線です。ぜひ乗ってみてくださいね。
下車した「牛若」は、牛若丸（源義経）が生まれた

といわれる場所。バス停から南に歩くと、牛若丸
が産湯に使った井戸、産

うぶゆのい

湯井が残っています。北
側に進むと、大宮交通公園があります。小さい頃、

馬　町
>

今熊野
>

祇　園
>

牛　若
>

二条駅前
>

太秦天神川
>

猿田彦橋
>

二条城前
>

堀川蛸薬師

馬町

詳しいアクセス・
時刻表はこちらから

市バス・地下鉄
ガイド

今回翼くん使用の地下鉄・バス１日券。案内所、
定期券発売所、市バス営業所等で購入可能。

vol.29

京都市バスをこ
よなく愛する男
子・翼くんが、縦
横無尽にバスと
地下鉄を乗り継
ぎ、１日券を楽し
みます。

Toda y 's  Route

東大路にある馬町の交差点から
東西に走る渋

しぶ

谷
たに

通を、西へ。
夫婦が営む「和菓子屋さん」は
そのあたたかさが稀有な店だ。

vol.72

馬町

市
バ
ス
の
フ
リ
ー
定
期
券（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）で

便
利
で
ス
ム
ー
ズ
に
通
勤
！

新
年
度
の
継
続
更
新
、

新
規
購
入
は
お
済
み
で
す
か
？

《
持
参
人
式
》

●
１
枚
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も（
家
族
や
友

人
で
も
）ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

《
環
境
定
期
券
制
度
》

●
ご
家
族
で
土
・日
・
祝
日
に
市
バ
ス
で
お

出
か
け
の
際
、同
乗
者
は
１
０
０
円（
子

ど
も
は
50
円
）で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※ICOCAをお持ちでない方は、定期券発売所でご購入いただけます（定期運賃とは別に、デポジット【カード発
行預り金】５００円が必要です）。※ICOCAで発行できない定期券の種類があります。※地下鉄と市バスの連絡
定期券のほか、地下鉄と他社鉄道（近鉄・京阪・ＪＲ西日本・阪急）との連絡定期券も発売しています。詳しくはこちら

◎「ICOCA」は西日本旅客鉄道株式会社の商標登録です。

オ
ス
ス
メ
ポ
イ
ン
ト

※均一運賃区間内に限ります。

ICOCAの市バス通勤フリー定期券であれば、
京都バス※、西日本ＪＲバス※にも乗れる！

利用可能範囲エリア

音羽屋
075-561-5413　 京都市東山

区大和大路五条下ル下新シ町328　
8時～18時　 月

もよりバス停は「馬町」  



の

き
ょ
う
最終回

た
ち

挑
戦
者

全
従
業
員
の
情
熱
が
挑
戦
へ
の
原
動
力
。

化
学
の
ち
か
ら
で
、ワ
ク
ワ
ク
す
る
未
来
を
目
指
す
！

樋口章憲さん

三洋化成工業株式会社
代表取締役社長 兼 執行役員社長

1959年三重県生まれ。東京理科大学大学院工学研究科修了後、
1984年入社。同年10月サンノプコ㈱出向の後、同社社長に。2020
年三洋化成代表取締役兼執行役員副社長。2021年6月から現職。

１
１
０
年
以
上
、
暮
ら
し
を
支
え
る

京
都
の
機
能
化
学
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て

　三
洋
化
成
工
業
株
式
会
社
は
東
福
寺
駅

の
北
側
に
本
社
が
あ
り
ま
す
。
創
業
は
１

９
４
９
年
で
す
が
、
前
身
で
あ
る
多
田
石

鹸
油
脂
製
造
所
を
含
め
る
と
１
１
０
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
「
機

能
化
学
品
メ
ー
カ
ー
」
と
し
て
、
み
な
さ

ま
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
機
能
化
学
製
品
を

一
貫
し
て
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　機
能
化
学
品
と
は
、「
は
た
ら
き
」、
す

な
わ
ち
機
能
や
性
能
を
付
与
し
た
化
学
品

の
こ
と
。
そ
の
は
た
ら
き
こ
そ
が
、
私
た

ち
が
社
会
に
提
供
す
る
付
加
価
値
で
す
。

　「も
っ
と
き
れ
い
に
」「
も
っ
と
安
全
に
」

「
も
っ
と
地
球
に
や
さ
し
く
」
と
願
い
な
が

ら
、
お
客
さ
ま
そ
し
て
そ
の
先
に
あ
る
社

会
の
要
望
に
耳
を
傾
け
、
社
是
「
企
業
を

通
じ
て
よ
り
よ
い
社
会
を
建
設
し
よ
う
」

の
も
と
、B
ｔ
ｏ
B
企
業
と
し
て
解
決
策（
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
を
提
供
し
続
け
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
生
み
出
し
た
私
た

ち
の
製
品
群
は
、
約
３
０
０
０
種
類
に
も

上
り
ま
す
。

　皮
膚
へ
の
刺
激
が
少
な
い
シ
ャ
ン
プ
ー
原

料
を
は
じ
め
私
た
ち
の
つ
く
る
機
能
化
学

品
は
、
化
粧
品
、
自
動
車
、
風
力
発
電
用

の
風
車
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
飲
み

薬
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
場
面
で
活
躍
し
、

皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を
下
支
え
し
て
い
ま
す
。

情
熱
と
ス
ピ
ー
ド
で
結
果
を
出
し
て
い
く

　三
洋
化
成
は
、※
Ｄ
Ｅ
Ｉ
の
推
進
や
働
き

方
改
革
な
ど
に
よ
り
、
多
様
な
人
材
が
誇

り
や
働
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
自
分
ら

し
く
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
従
業
員
一
人
ひ

と
り
が
主
役
と
な
っ
て
輝
き
、
達
成
感
を

味
わ
え
る
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　あ
ら
ゆ
る
挑
戦
に
お
い
て
原
動
力
と
な

る
の
が
従
業
員
個
人
の
情
熱
で
す
。
全
従

業
員
が
主
体
性
を
持
っ
て
最
大
限
の
能
力

を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
付
加
価
値

を
社
会
に
生
み
出
す
。
こ
う
し
て
、
三
洋

化
成
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
未
来
が
拓
け
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。
実
は
い
ま
、
京
都
府
や

京
都
市
と
連
携
し
、
京
都
伝
統
産
業
が
抱

え
る
課
題
の
化
学
的
解
決
に
挑
む
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ

に
従
業
員
た
ち
の
個
人
の
情
熱
に
よ
っ
て

始
ま
り
ま
し
た
。
社
会
的
に
も
意
義
深
い

も
の
で
す
。

　私
た
ち
は
「
化
学
の
ち
か
ら
で
化
学
の

枠
を
越
え
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」

を
合
言
葉
に
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

達
成
」
と
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・

ラ
イ
フ
、
生
活
の
質
）
向
上
」
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
考
え

る
上
で
、
こ
の
２
つ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

様
々
な
課
題
と
向
き
合
い
、
私
た
ち
ら
し

い
価
値
の
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　成
功
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
「
ス
ピ
ー
ド
」

で
す
。
お
客
さ
ま
か
ら
は
欲
し
い
も
の
を

必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
提
供
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　１
日
で
も
早
く
お
役
に
立
つ
た
め
に
、

お
客
さ
ま
が
満
足
す
る
ラ
イ
ン
ま
で
到
達

で
き
れ
ば
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
い
い
。
ま
ず

は
事
業
を
立
ち
上
げ
て
、
そ
の
あ
と
お
客

さ
ま
の
要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
さ
ら

に
よ
い
形
に
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
す
。
小

さ
く
て
も
構
わ
な
い
か
ら
「
す
ぐ
に
」
結

果
を
出
す
。
そ
の
た
め
に
は
「
自
前
主
義
」

に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
ず
、
足
り
な
い
部
分
を

補
う
べ
く
異
業
種
と
協
業
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。
い
ま
、
若
手
社
員
が
中
心
と
な
っ

て
「
ペ
プ
チ
ド
農
業
」
や
「
匂
い
セ
ン
サ
ー
」

と
い
っ
た
新
分
野
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

ん
で
い
ま
す
。
新
分
野
で
あ
っ
て
も
５
年

以
内
、
長
く
て
も
１０
年
以
内
に
は
結
果
を

出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ん

が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
未
来
、
さ
ら
に
は
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
私
た
ち

三
洋
化
成
は
O
n
e 

T
e
a
m
と
な
り
、

情
熱
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
挑
戦
し
続

け
ま
す
。

※
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ（
多
様
性
）、エ
ク
イ
テ
ィ（
公
平
性
）&

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン（
受
容
）

三洋化成とは
京都を代表する機能化学品メーカー。生活・健
康、石油・輸送機、プラスチック、繊維、情報・電
気電子、環境・住設などの産業分野で幅広く事
業を展開。1949年、三洋油脂工業株式会社を
創立、1963年から現社名。東証プライム市場上
場。連結従業員数2106名、米国、中国、韓国、台
湾、タイ、マレーシアに事業拠点をもつ（2022年
12月31日現在）。1907年に創立した前身の多田
石鹸油脂製造所時代を含めて、京都で100年以
上の企業として「京の老舗」にも選ばれている。

「
き
ょ
う
の
挑
戦
者
た
ち
」
最
終
回
に
ご
登
場
い
た
だ
く
の
は

三
洋
化
成
代
表
取
締
役
社
長

　樋
口
章
憲
さ
ん
。

「
全
従
業
員
が
主
役
と
な
り
、
化
学
の
ち
か
ら
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
！
」

と
の
情
熱
あ
ふ
れ
る
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ひ   

ぐ
ち 

あ
き  

の
り

三洋化成工業株式会社

もよりバス停は「泉涌寺道」

x京都市東山区一橋野本町11-1

化学のちからで
化学の枠を越える

化学のちからは無限ととらえる三洋化成。化
学のちからで化学の枠を越えたイノベーショ
ンに取り組む。たとえば宮崎県新富町と協力
し、化学肥料や農薬の低減と高付加価値作
物の生産につながる「ペプチド農業」の開発
や、匂いの可視化で生活の質を高める「匂い
センサー」の事業化を目指すなど、三洋化成
の技術・ノウハウと外部の知見とのハイブ
リッドで新ビジネスを創出中だ。

2030年のありたい姿に向けた経営方針「Ｗａ
ｋｕＷａｋｕ Ｅｘｐｌｏｓｉｏｎ 2030」におい
て、カーボンニュートラルの達成とQOL向上
への貢献を掲げて取り組みを推進している。
CO2削減と回収・利用およびエネルギーマネ
ジメントを進めるとともに、QOL向上を実現
する新製品開発やヘルス・メディカルケアお
よびライフケア事業を展開。持続可能な社
会の実現に貢献していく。

カーボンニュートラルの
達成とQOL向上に貢献

「OneTeam」という言葉には、営業・研究・生
産・コーポレートといった部署の枠を越えて、
メンバーが一丸となって考え、挑戦していく
意志が込められている。実現のためには、会
社の目指すゴールへの道すじを、各部署そし
て個人が現場レベルまで落とし込んで実行
することが不可欠だ。挑戦を繰り返して、グ
ローバルでユニークな高収益企業へ飛躍
し、ワクワクする未来の実現を目指していく。

ワクワクする未来に向けて
OneTeamで取り組む1 2 3

三洋化成の挑戦を知る3つのポイント

カーボンニュートラル

CO2の発生 CO2を分離・回収 燃料などに有効利用

公式
Twitter

公式
WEBサイト



文
化
的
で
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
町
に
住
も
う
。

フラットエージェンシー 本店営業部

もよりバス停は「北大路堀川」

z0120-75-0669 　　
x京都市北区紫野西御所田町9-1
c10時～18時（毎週火曜日・第２水曜日定休）
https://flat-a.co.jp

そのワガママ、すべてフラットエージェンシーへ！

ハンケイ500mに登場した
街に住みたい 京都をもっと深く

知りたい

号
で
ご
紹
介
す
る
の
は
、
古
都
の
風
情
が
残

り
な
が
ら
も
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
施
設
が
あ
る

七
条
エ
リ
ア
の
物
件
で
す
。
す
ぐ
近
く
に
は
、
千
手
観

音
で
有
名
な
三
十
三
間
堂
、
ま
た
豊
臣
秀
吉
を
祀
っ

た
豊
国
神
社
、
耳
塚
な
ど
、
歴
史
の
本
に
も
登
場
す

る
有
名
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
少
し
歩
け

ば
清
水
坂
や
茶
わ
ん
坂
と
い
っ
た
、
陶
磁
器
の
窯
元

も
多
い
エ
リ
ア
で
す
。
著
名
な
展
覧
会
も
開
催
さ
れ
る

京
都
国
立
博
物
館
も
近
く
に
あ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

雰
囲
気
も
漂
い
ま
す
。

　
正
面
通
を
す
ぎ
て
、
女
坂
を
の
ぼ
れ
ば
京
都
女
子

大
学
。
３
回
生
の
K
さ
ん
に
、
こ
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て

聞
い
て
み
ま
し
た
。「
歴
史
や
文
化
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
学
ぶ
の
が
好
き
な
私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も

ワ
ク
ワ
ク
す
る
と
こ
ろ
。
昔
な
が
ら
の
和
菓
子
屋
で
餅

菓
子
を
買
っ
て
鴨
川
の
散
歩
も
い
い
で
す
ね
。
繁
華
街

か
ら
少
し
外
れ
た
、
京
都
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
の

も
魅
力
的
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今

京阪「七条駅」から徒歩7分。奈良街道沿いに位
置する「NO-SIDE」は、学生さんにおすすめの
物件。側面についた丸い窓が目印の３階建て
です。今回探訪したのは、物件から自転車で10
分ほどのところにある京都女子大学に通うKさ
ん。「オートロックで、オーナーさんも住まれて
いるので女性の一人暮らしも安心ですね。実際
に物件を見に来るのは初めてですが、ワンルー
ムが思っていたよりも広くてびっくりしました」。
今回のお部屋は明るい南向き。さらに天井が
高めで開放感もあります。「今は実家で暮らして
いますが、大学最後の１年は一人暮らしもして
みたい。住むなら、こういうところがいいです
ね！」とKさんもお気に入りの様子です。

NO-SIDE 306NO-SIDE 306NO-SIDE 306

52,000￥ 月

物件基本情報 【住所】京都市東山区本町４丁目
136 / 賃料 5万2000円 / インターネット専用
線配線済み / フローリング / 南向き / 間取り
1K / 面積 21.28㎡ / 築29年 / 鉄筋コンク
リート ※掲載情報は2月22日時点の情報です。

今号のバス停「馬町」から自転車ですぐ

京阪七条駅付近にある、
学生にうれしいマンション探訪！
『ハンケイ500m』特集で取り上げたエリアから、
自転車ですぐの物件を紹介するコーナー。今号
は京阪七条駅近くにある学生向けマンションで
す。現役大学生が住み心地をチェックします！

京都女子大学生活
造形学科３回生。
今は実家暮らし中。

Kさん

詳しくはこちら

洋
室
7帖

CL

玄
関

バ
ル
コニ

ー

明
る
く
て

住
み
心
地
が

良
さ
そ
う
！

HANKEI

CULTURE

NEWS

―
―
洛
中
と
呼
ば
れ
る
京
都
の
中
心
に
近
い
場
所
に
蔵
を
構

え
る
「
佐
々
木
酒
造
」。
千
利
休
が
茶
の
湯
に
用
い
た
と
伝
わ

る
名
水
で
仕
込
ん
だ
清
酒
「
聚
楽
第
」
で
知
ら
れ
る
、
老
舗

の
造
り
酒
屋
で
す
。
日
本
酒
と
い
う
存
在
を
通
し
て
、
京
都

の
文
化
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

佐
々
木
：
お
酒
造
り
は
京
都
の
伝
統
的
な
も
の
で
す
が
、
私

自
身
は
、
日
本
酒
そ
の
も
の
が
文
化
だ
と
は
感
じ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
京
都
市
は
２
０
１
３
年
に
「
清
酒
で
の
乾
杯
を
広
め
よ
う
」

と
、
全
国
で
初
め
て
「
日
本
酒
乾
杯
条
例
」（
京
都
市
清
酒

の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
条
例
） 

が
で
き
ま
し
た
。

　
日
本
酒
を
飲
む
時
、
京
焼
や
清
水
焼
の
酒
器
を
使
い
、
和

食
と
一
緒
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
和
食
を
提
供

さ
れ
る
割
烹
や
料
亭
に
行
く
時
に
は
着
物
を
着
た
り
、
お
店

で
は
生
花
や
掛
け
軸
と
い
っ
た
和
の
設
え
で
お
客
様
を
お
も
て

な
し
す
る
。
そ
う
い
う
風
に
、日
本
酒
を
飲
む
こ
と
を
通
し
て
、

様
々
な
京
都
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
条
例

の
目
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
酒
単
体
で
は
な
く
て
、
日
本
酒
を
取
り
巻
く
す
べ
て

が
京
都
の
文
化
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
の
端
っ
こ
の
方
に
日
本
酒

が
居
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
正
月
の
お
屠
蘇
を
は
じ
め
と
す
る
四
季
折
々
の
節
句
に

い
た
だ
く
お
酒
や
、
神
社
仏
閣
へ
の
樽
の
献
上
な
ど
、
日
本
の

伝
統
的
な
文
化
や
習
慣
に
日
本
酒
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

佐
々
木
:佐
々
木
家
は
元
々
、
油
屋
を
営
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

「
神
棚
に
供
え
て
も
ら
え
る
も
の
を
作
り
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
明
治
の
頃
に
造
り
酒
屋
を
始
め
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
「
日
本
酒
そ
の
も
の
が
文
化
だ
と
は
感
じ
な
い
」
と

言
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
お
酒
造
り
と
い
う
仕
事
の
中
に
は
伝

統
や
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
毎
年
、
秋
に
収
穫
さ
れ
た
新
米
を
使
っ
て
お
酒
造
り
を
始

め
る
時
に
は
、
今
も
古
来
と
変
わ
ら
ず
、
梅
宮
大
社
さ
ん
に

醸
造
安
全
祈
願
の
お
参
り
に
行
き
ま
す
。
そ
し
て
冬
の
期
間

に
お
酒
造
り
を
終
え
た
ら
、
次
は
松
尾
大
社
さ
ん
に
参
っ
て

「
今
年
も
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
」
と
お
礼
と
ご
報
告
を
し
て

い
ま
す
。

　「
ち
ょ
っ
と
邪
魔
く
さ
い
な
」
と
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
部

分
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
で
も
、
や
め
る
勇
気
が
な
い
（
笑
）。

先
代
の
父
親
が
や
っ
て
き
た
こ
と
な
の
で
、「
や
っ
ぱ
り
、
自

分
も
や
ら
な
い
と
あ
か
ん
な
」
と
思
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。

―
―
「
や
め
る
勇
気
が
な
い
」
と
は
、
ま
さ
に
伝
統
を
担
い
、

次
の
世
代
へ
と
繋
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
だ
か
ら
こ
そ
の
お
言

葉
で
す
ね
。
佐
々
木
さ
ん
の
よ
う
な
方
々
が
「
や
め
な
い
」
か

ら
こ
そ
、
京
都
の
伝
統
や
文
化
が
続
い
て
い
る
の
だ
と
実
感

し
ま
す
。

佐
々
木：そ
う
で
す
か
（
笑
）。
日
本
酒
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

国
内
の
一
次
産
業
の
衰
退
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
で
、
大

き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
佐
々
木
酒
造
で
も
リ
キ
ュ
ー
ル
や

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
甘
酒
を
作
っ
て
み
た
り
、
発
酵
技
術
を
活

か
し
て
ピ
ク
ル
ス
を
作
っ
て
み
た
り
と
色
々
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
や
は
り
本
業
は
お
酒
造
り
な
の
で
「
良
い
日
本

酒
を
、
ち
ゃ
ん
と
作
る
」
こ
と
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
そ
れ
を
指
し
て
文
化
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
の
な
ら
ば
、
あ
り
が
た
い
な
と
い
う
思
い
で
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
3
月
27
日
に
文
化
庁
の
京
都
移
転
を
迎
え
る
に
あ
た
り

改
め
て
京
都
の
街
に
息
づ
く
多
様
な
文
化
に
触
れ
て
み
た
い
。

リ
レ
ー
対
談『
京
都
の
文
化
を
考
え
る
』第
4
回
の
テ
ー
マ
は「
日
本
酒
」。

1
8
9
3（
明
治
26
）年
創
業
の
老
舗「
佐
々
木
酒
造
」の

代
表
取
締
役
・
佐
々
木
晃
さ
ん
と
と
も
に
、

京
都
の
酒
造
り
が
受
け
継
い
で
き
た
文
化
と
、

こ
れ
か
ら
の
伝
統
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

W
E
B
で
は
本
記
事
と

ミ
ニ
コ
ラ
ム
を
公
開
中
！

HPは
こちらから

行政、経済界、文化団体等のオール京都で構成する「文化庁京都移転
プラットフォーム」は、文化庁と連携し、京都の文化を活かした地域活性
化へ向けて、取り組んでいきます。
文化庁移転に向けた取組状況等はこちら　https://bunka-iten.kyoto/

日本酒を入り口に、さまざまな「京都の文化」に触れて。
洛中の老舗酒蔵、伝統をつなぐ思い。

京都の文化を考える
～文化庁京都移転プラットフォーム～

Vol.4  佐々木酒造  代表取締役  佐々木晃さん
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RE
P
O
R
T
E
R

大阪市出身。高校在学中に「MBSヤングタ
ウン日曜日」（MBSラジオ）でデビュー。95年
に東北放送へ入社しアナウンサーに。2001
年からは関西を拠点に、「原田伸郎 のびの
び金ようび」（ラジオ関西）など多数の番組
に出演。夫の転勤に伴って2年間を上海で
過ごしたのち、20年に日本へ帰国、京都在
住。北大路が大好き！ 一男一女を育てなが
ら、現在はフリーアナウンサーとして活動中。

さわ ともか さん
フリーアナウンサー

リ
ー
ブ
ル
ス
ト
と
い
う
料
理
、
皆
さ
ん

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
に

カ
レ
ー
風
味
の
ソ
ー
ス
を
か
け
た
ご
く
シ
ン
プ
ル

な
料
理
で
、
発
祥
の
地
、
ド
イ
ツ
で
は
根
強
い
人

気
を
誇
る
屋
台
グ
ル
メ
な
ん
で
す
。

　
京
都
陣
屋
の
ご
夫
妻
に
よ
る
と
、
家
で
も
簡

単
に
で
き
る
そ
う
。
さ
っ
そ
く
作
り
方
を
聞
き
ま

し
た
。

　
使
う
の
は
黒
豚
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
。こ
れ
を
カ
ッ

ト
し
て
焼
き
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
大
さ
じ
１
に
カ
レ
ー

粉
小
さ
じ
１
を
合
わ
せ
た
ソ
ー
ス
で
和
え
た
ら
完

成
！
　
な
ん
と
簡
単
！
　
フ
ラ
イ
パ
ン
の
余
熱
で

温
め
な
お
す
と
熱
々
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　
で
き
た
て
は
、
辛
さ
以
上
に
カ
レ
ー
の
ス
パ
イ

シ
ー
さ
が
感
じ
ら
れ
て
、
風
味
が
鮮
や
か
！
　
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
じ
ゅ
わ
っ
と
し
み
出
る
黒
豚

の
旨
味
も
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
ビ
ー
ル
を
飲

ま
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
！
　
カ
レ
ー
は
子
ど
も
も

大
好
き
な
味
な
の
で
、
お
弁
当
に
も
向
い
て
い
そ

う
で
す
。

　「
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
で
巻
く
と
、
食
べ
ご
た
え
が
出

て
お
い
し
い
で
す
よ
」。
陣
屋
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

食
べ
方
も
試
し
て
み
た
い
で
す
！

カ

京都陣屋

もよりバス停は「北大路新町」

z075-748-0666  x京都市北区小
山西大野町78 ライオンズマンショ
ン1F 〈北大路新町交差点の南西
角〉  c平日11時～18時、土日10時
～20時  v月

さわともか
グルメレポート

京都陣屋

北大路に本格ドイツ製法のベーコン・
ハム・ソーセージを扱うメツゲライが誕生。
自宅で簡単にできる美味しい食べ方を、
さわともかさんがレポートします。

VOL.05

黒豚フランクフルトの
カリーブルスト

ドイツ語で、ベーコンやソーセージなど食肉加工品を扱う専門店のこと。
メツゲライ（Metzgerei）

豚の腸を使用したジューシーな黒豚フランクフルト。
基本はボイルがおすすめですが、今回のようにカットして焼くなら、
フライパンに出た脂もソースと合わせて和えるのがコツ。

イートインメニューも充実！
美味しいビールと一緒にどうぞ！

京
の
里
山

思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
行
け
る

本日のお宿、「高雄やまざき」に到
着。お目当ては名物の「すし会席」
だ。厚みのあるマグロに、身の締
まった鯛、極め付けはとろける甘
みのウニ……。その日の朝に仕入
れた鮮魚を板前が握っているか
ら、どのネタも新鮮!　店主自慢
の灯籠が見事な日本庭園を眺め
ながら、ご馳走をいただく。ゆったり
とした贅沢な時間に、心が和む。

京
都
駅
か
ら
バ
ス
で
ほ
ん
の
30
分
。

春
風
が
心
地
よ
い
京
の
里
山「
高
雄
」に
向
か
お
う
。

そ
の
前
に
立
ち
寄
っ
た
神
泉
苑
に
は
伝
説
の
大
池
が
。

ド
ー
ナ
ツ
を
片
手
に
商
店
街
を
散
策
す
る
と
、

洗
練
さ
れ
た
古
着
屋
を
発
見
！

ゴ
ー
ル
に
は
、す
し
会
席
が
待
っ
て
い
る
！ 

い
ざ
女
子
一
人
旅
。

タ
イ
ム
レ
ス
な
セ
レ
ク
ト
が
魅
力
の

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
ウ
ェ
ア
シ
ョ
ッ
プ
。

タ
イ
ム
レ
ス
な
セ
レ
ク
ト
が
魅
力
の

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
ウ
ェ
ア
シ
ョ
ッ
プ
。

神泉苑周辺編
vol.20 

すし会席（4500円）：
寿司、お造り、先付け、豚しゃぶ、
炊き合わせ、デザート

羽を伸ばしに高雄へ。
日本庭園を眺めつつ、
豪華な食事を満喫！

羽を伸ばしに高雄へ。
日本庭園を眺めつつ、
豪華な食事を満喫！

宴会もできるお座敷ではカラオケも
楽しめます！ 予約受付中。

同じく三条会商店街にある「Prince of 
Peace vintage」。100年以上前のヴィン
テージ・ワンピースから民族衣装まで取り揃
える古着屋だ。店主がアメリカやヨーロッパ
に赴き、「実用的なもの」にこだわり、買い付
けている。確かに、普段着にすぐ取り入れて
みたい素敵なアイテムばかり!

カリッ、ふわっ、とろ～り。
新食感のクレームブリュレ
ドーナツを食べ歩き。

カリッ、ふわっ、とろ～り。
新食感のクレームブリュレ
ドーナツを食べ歩き。

神泉苑から南に少し歩く
と見えてくる三条会商店
街。甘い香りに思わず引
き寄せられたのが「Brulee 
Kyoto」だ。看板商品のク
レームブリュレドーナツは、
軽くてふわふわの豆乳
ドーナツの中心に、とろり
と濃厚なカスタードクリー
ムが。なんと表面をその場
で炙ってくれる。ほろ苦い
キャラメリゼが香ばしい。

ホールスタッフ募集中！ 
お電話にてお問い合わせください。

高雄 やまざき 

もよりバス停は「高鼻町」

z075-881-2303　x京都市右京区梅ヶ畑
高鼻町11　c11時～21時　v年中無休 

Instagram   ＠kyoto_ryokan_yamazaki
Facebook   @Ryokan.Yamazaki

高雄 やまざき公式LINE
友だち追加で、
お得な情報が届きます！

各種SNSをチェック！

不思議な言い伝えが残るパワースポット、
神泉苑を訪ねる。

神泉苑の中心には大きな池があ
り、水を司る龍神「善女龍王（ぜ
んにょりゅうおう）」が住むという。
おかげで、この池はどんな日照り
でも一度も枯れたことがないそ
う。池に浮かぶ島に善女龍王社
が祀られているので、願い事を念
じながらその島にかかる赤い橋を
渡ってお参りすると、一つだけ願
いが叶うとか。

実は花見発祥の地とのいわれあり！
知る人ぞ知る桜の名所です♪

神泉苑に来たら、恵方社に
も立ち寄ってほしい。毎年大
晦日に新年の恵方に合わせ
て社（やしろ）の向きを変える
というなんとも珍しい神社。

財布の中に入れておくとお
金が貯まるとされる「くもの
糸」というお守り。種類豊富
な授与品も要チェック。

日本で唯一の回転する神社！日本で唯一の回転する神社！
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文化庁京都移転記念

ハンケイ500m
SELECTION

新年があけると、身の回りのものを新調したり、新しく何かを始めたくなったり……。
春に向け、ポジティブな気持ちが湧いてきます。

前号に続き今号も、本物志向の京都人も納得する新商品をご紹介します。
文化的にゆったりと、豊かな生活をはじめましょう。

京菓子の老舗「末富」が手がけ
る「SUETOMI AoQ（アオキュ
ウ）」。鮮やかなブルーのパッケー
ジは、ホワイトデーや新年度のギ
フトにぴったり。中でも伝承され
る末富こだわりの三種の餡を瓶
詰めにした「あん」シリーズはお
すすめです。あずきの旨みを粒あ
んでしっかり感じられる「小倉あ
ん」、滑らかな舌触りの「こしあ
ん」、独特の甘じょっぱさがクセ
になる「味噌あん」。麩焼きせん
べいやフィナンシェにたっぷり添
えて、お召し上がりください。

AoQのあん（小倉あん／こしあん／味噌あん）各918円

SUETOMI AoQ AoQのあん

伝統工芸の技術を生かし、現代のライフシーンに馴染むアイテムを生み
出す「京都芸美堂」。西陣織の織地を使用した「がま口バッグ」と「がま口
財布」は、すべて職人の手づくり。精美な織地は、美しいだけでなく丈夫
でシワになりにくいのが特徴です。高級感があり、個性的なおしゃれを演
出するバッグは、和装はもちろんシンプルなドレスにもよく合います。絵柄
の種類も豊富なお財布は、ちょっとしたプレゼントに最適です。

京都芸美堂 春のお出かけグッズ
伝統の味を守りながら挑戦を続ける「京つけもの もり」の新作、豆腐の
お漬物２種。本田味噌の西京白みそと宝酒造の本みりんで漬けた「お
とうふ」は、なんとも上品でクリーミー。濃厚ながらさっぱりとした新感
覚の味わいです。「もろみおとうふ」は、甘辛いおかず味噌の金山寺味
噌に漬けたもの。ご飯にのせても、そのまま晩酌のおともにしても最適
です。どちらも豆腐は「嵯峨豆腐 森嘉」製。しっとりなめらかな舌触りを
ご堪能ください。

京つけもの もり おとうふ

京都島津
絆の兜

おとうふ・もろみおとうふ
いずれも756円（４月より864円）

OBJ

絆の兜　247,500円

※価格はすべて税込です。

ホームページは
こちらから

ホームページは
こちらから

ホームページは
こちらから

平安京の伝統美が息づく京都島津の五月
人形。細部まで匠の技術が光ります。壮麗
な兜のデザインは大鍬形と長鍬形の２種
類。鍬形台の中央と吹き返し部分に、スワロ
フスキーがあしらわれています。「お子様の
未来が輝かしいものになりますように」。そん
な思いが込められたスワロフスキーは、琥
珀、緑、紫、青の４色展開。節句を伝承し、
家族みんなのお祝いの気持ちを形にでき
る、特別な逸品です。

ホームページは
こちらから

ROKKAKU EYEWEAR DESIGN Sky Ace
（グリーン／ネイビー）  46,200円

「ROKKAKU EYEWEAR DESIGN」は、欧米や日本のメガネ史に残る
名品をベースに、アイウェア専門店「OBJ」が、現代に合わせて創り出
すシリーズです。第１弾の「Sky Ace」は、京都に拠点を構えるファッ
ションブランド「RAINMAKER」とのスペシャルコラボレーションモデ
ル。フレームは丸みを帯びた逆三角形のクラウンパントで1940～50年
代にフランスで隆盛を極めたものです。メガネのつるには唐草模様を
あしらい、細部に至るまでこだわり抜かれた気品漂う一品をぜひ。

ROKKAKU EYEWEAR DESIGNシリーズ

ホームページは
こちらから

がま口バッグ  5,280円

がま口財布（3.3寸）  1,650円



着物はもっと自由に、楽しく―。

そう話す着物スタイリストの兼田藍さんが

「お花見にお出かけするときの着物」を紹介します。

着物を自由に楽しむための

知っておきたい
着物のあれこれ

ハンケイ500m 着物コラム

着物スタイリスト 兼田 藍 さん （23）

　春といえばお花見ですね。京都には桜の

名所がたくさんあります。平安神宮の紅しだ

れ桜、祇園白川や哲学の道の桜のトンネル、

円山公園の夜桜など、桜の種類も表情もさ

まざま。そんな「桜めぐり」にぴったりの着物

を選びました。

　小紋は春らしく薄ピンク色の地に苺の実

と葉の市松柄。帯は結びやすい半幅帯で、パ

ステルカラーのイエローとグリーンで明るい

雰囲気に。裏地の水色がさし色となり、華や

かさを添えています。半幅帯は和装の中で最

もカジュアルな帯なので、帯揚げと帯締めは

なくてもかまいませんが、アクセントとして螺

鈿の帯留めと細めの帯締めをプラス。気軽さ

の中に折り目正しい雰囲気があるコーディ

ネートに仕上げています。桜を見た後は、人

気の甘味処や和小物のお店を散策するもよ

し。春のお出かけを楽しんでみてくださいね。

主催・講師：兼田藍（京都wabitasスタイリスト）
場所：新町三条 祥雲邸  京都市中京区三条町新町通三条下ル

どんな着物が似合うのかわからない、帯とのコーディネートや素
敵な小物使いを知りたい……、という着物ビギナーさんのために、
着物の試着体験講座を開催します。参加者が選んだ反物を、京
都wabitasスタイリストの兼田さんが着物を着た時のように着付
けてくれます！
（定員３名の講座です。ご希望の方はinfo@hankei500.comまで）

上質な着物を取り扱う通販サイト

京都wabitas
今回、右ページでコーディネートされた着
物も京都wabitasのもの。紬・御召・小紋の
正絹反物・麻着物・帯・長襦袢など、高級
反物を幅広く揃えます。ショールームは事
前予約制。サイトで見つけた気になる品を、
手にとってじっくりと選ぶことができます。

z075-342-2088
（平日9時～17時）　
c9時～17時　
v土・祝・年末年始 

3月8日（水）  wabitas着物コーディネート体験講座 大阪出身。高校卒業後、着物の専門学校へ。和裁や着付け、コーディネートを習得。「着物に関わりたい」と
２０２０年、京都wabitas入社。SNSでの着物情報の発信やショールームでの案内に携わる。

PROFILE

次回、3月8日（水）
着物のしゃれた合わせ方が学べる
着物コーディネートと反物の試着体験講座

京都wabitas
イベント情報

京都wabitasスタイリスト 兼田藍さんプロデュース

お茶会イベントレポート!

◆ 着物 苺と葉っぱの市松柄小紋
◆ 帯 浮き織の半幅帯

◆ 帯留め     螺鈿の帯留め
◆ 帯締め     青紫の3分紐

　
今
年
１
月
、
京
町
家
・
祥
雲
邸
に

て
「
京
都
ｗ
ａ
ｂ
ｉ
ｔ
ａ
ｓ
バ
レ
ン
タ

イ
ン
茶
会
と
着
物
初
心
者
講
座
」
が

開
催
。
20
代
女
性
を
中
心
に
10
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
お
茶
の
初
心
者
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
和
や
か
に
お
作

法
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
楽
し
く

お
茶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
、

兼
田
さ
ん
が
選
ん
だ「
チ
ョ
コ
ふ
や
き
」

は
、
京
菓
子
の
老
舗
の
新
ブ
ラ
ン
ド

「
S
U
E
T
O
M
I 

A
o
Q
」の
も
の
。

伝
統
的
な
麩
焼
き
煎
餅
に
上
質
の
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
を
か
け
た
お
菓
子
で
す
。

呉
服
メ
ー
カ

ー
で
モ
ノ
づ

く
り
に
携
わ

る
、安
田
さ
ん

の
点
て
た
美

味
し
い
お
茶

と
美
味
し
い

お
菓
子
に
、

ほ
っ
こ
り
笑

顔
の
広
が
る

お
茶
会
に
な

り
ま
し
た
。　

続
く
着
物
初
心
者
講
座

で
は
、
兼
田
さ
ん
が
「
は
じ

め
て
の
着
物
と
帯
合
わ
せ
」

を
手
ほ
ど
き
。
美
し
い
反
物

や
帯
を
前
に
、
参
加
し
た

女
子
た
ち
は
身
を
乗
り
出

し
て
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
着
物
の
下
に
着
る
「
長

襦
袢
」
に
つ
い
て
。「
長
襦
袢
は
着
物

の
お
し
ゃ
れ
ポ
イ
ン
ト
の
一つ
。
裾
や
袖

口
か
ら
チ
ラ
リ
と
見
え
る
柄
や
色
が
ア

ク
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
」
と
兼
田
さ
ん
。

実
際
に
反
物
を
広
げ
、
ピ
ン
ク
や
イ
エ

ロ
ー
の
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
に
ハ
ー
ト
や

青
い
鳥
が
描
か
れ
た
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン

に
ぴ
っ
た
り
な
柄
の
長
襦
袢
を
披
露
。

参
加
者
か
ら
は
「
ス
テ
キ
！
」「
着
る

だ
け
で
楽
し
く
な
れ
そ
う
」
と
、
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
「
着
物
は
帯
の
合
わ
せ
方
で

印
象
が
変
わ
り
ま
す
。
着
物
１
枚
＋

帯
２
本
で
違
う
楽
し
み
方
が
で
き
ま

す
よ
」
と
組
合
わ
せ
例
を
紹
介
。
同

じ
小
紋
で
も
帯
ひ
と
つ
で
清
楚
に
も
モ

ダ
ン
に
も
見
え
る
こ
と
、
帯
に
も
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
袋
帯
か
ら
名
古
屋
帯
、
カ
ジ

ュ
ア
ル
な
半
幅
帯
ま
で
種
類
が
あ
る
こ

お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
♪

と
を
解
説
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
着
物
は
思
っ
た

よ
り
合
理
的
」「
ワ
ン
ピ
ー
ス
感
覚
で

着
ら
れ
る
」
な
ど
、
着
物
へ
の
親
し
み

を
感
じ
る
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
「
私
も
将
来
、
兼
田
さ
ん
の

よ
う
に
着
物
の
仕
事
を
し
た
い
で

す
！
」
と
話
す
若
い
女
性
も
。

　
着
物
を
知
っ
て
楽
し
む
w
ａ
ｂ
ｉ

ｔ
ａ
ｓ
の
イ
ベ
ン
ト
、
次
回
も
ご
期
待

く
だ
さ
い
！

お
茶
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す

お茶会の亭主・安田さん

ら  でん
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H A N K E I  R E P O R T !

　
交
流
を
呼
び
か
け
た
の
は
（
一
社
）
京
都
知
恵
産
業

創
造
の
森
。
２
０
１
８
年
、京
都
で
の
創
業
・ベ
ン
チ
ャ
ー

支
援
や
人
材
育
成
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
交
流
等

を
進
め
る
た
め
に
設
立
さ
れ
、
翌
年
、
そ
の
活
用
の
場

と
し
て
四
条
烏
丸
・
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
３
階
に
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
カ
フ
ェ
「
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
」
を
オ
ー
プ
ン

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
学
生
や
若
い
起
業
家
向
け
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
な
ど
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
人

の
共
創
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
「
伝

統
革
新
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
商
店
街
編
）」
は
、

広
く
商
店
街
の
経
営
者
に
呼
び
か
け
、Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
と
し

て
は
初
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
商
店
街
を
考
え
る
交

流
会
開
催
と
な
っ
た
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
は

　
2
0
2
2
年
８
月
か
ら
約
半
年
間
か
け
て
、「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
観
光
型
商
店
街
の
経
営
と
活
性
化
」

を
テ
ー
マ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
。
未
来
に
向
け

た
商
店
街
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
共
通
問

題
を
背
景
に
、毎
週
、バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、

多
分
野
・
多
業
種
か
ら
の
ユ
ニ
ー
ク
な
事
例
に
つ
い
て

考
察
。
参
加
者
の
中
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
催
中

に
即
同
様
の
企
画
を
実
践
に
う
つ
し
た
と
い
う
前
向
き

な
報
告
も
あ
っ
た
。
交
流
会
の
内
容
は
次
の
通
り
。

●
第
１
回  
京
都
府
立
大
学
名
誉
教
授  

宗
田
好
史
氏

「
観
光
客
向
け
商
店
街
の
現
状
と
課
題
」

●
第
２
回  

グ
ラ
ス
ハ
パ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

中
野
雅
公
氏
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光
業

の
外
部
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
・
商
店
街
の
I
T
化
」

●
第
３
回  

京
都
市
建
設
局  

み
ど
り
政
策
推
進
室
課

長  

葉
山
和
則
氏「
都
市
イ
ン
フ
ラ
と
の
連
携
に
つ
い
て
」

●
第
４
回  

京
都
府
立
大
学
生
命
環
境
学
部
准
教
授  

石
川
敦
雄
氏
「
都
市
空
間
と
し
て
の
商
店
街
の
存
在
に

つ
い
て
」

●
第
５
回  

Ｖ
ｉ
ｔ
ａ（
ヴ
ィ
ー
タ
）
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
代
表  

岩
崎
弘
之
氏
「
観
光
商
店
街
の
集
客
の
具

体
的
活
動
」

●
第
６
回  「
振
り
返
り
と
ま
と
め
」

　
最
終
回
と
な
る
第
６
回
は
、「
商
店
街
の
今
後
」
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
熱
い
思
い
を
吐
露
し
、
２
時
間
半
の

大
討
論
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
熱
い
討
論
の
一
部
を
紹
介
。

コ
ロ
ナ
前
よ
り
拡
大
す
る
観
光
需
要

こ
れ
は
打
っ
て
出
る
し
か
な
い
！

平
元
：
初
回
で
「
こ
れ
か
ら
観
光
需
要
は
コ
ロ
ナ
前
よ

り
拡
大
す
る
」と
い
う
宗
田
先
生
の
話
が
印
象
的
で
し
た
。

新
大
宮
商
店
街
も
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

決
意
を
新
た
に
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
ね
。

宗
田
：
欧
州
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
た
と
き
は
、
同
時

に
ブ
ラ
ン
ド
や
食
文
化
が
洗
練
化
し
て
栄
え
ま
し
た
。

京
都
の
街
も
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
！

西
澤
：
出
席
で
き
な
か
っ
た
４
回
目
の
「
買
い
た
く
な

る
顧
客
心
理
」
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
林
：
い
や
あ
、
面
白
か
っ
た
で
す
よ
。
人
は
甘
い
も

の
を
食
べ
る
と
自
分
に
甘
く
な
り
、
い
い
香
り
が
す
る
と

相
手
の
話
を
受
け
入
れ
や
す
く
な
る
そ
う
。
私
た
ち
の

納
屋
町
商
店
街
で
も
入
口
に
甘
味
処
、
通
り
の
中
ほ
ど

に
コ
ー
ヒ
ー
屋
を
置
こ
う
か
と
（
笑
）。

大
谷
：
灯
り
も
人
の
心
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
聞
き
、
稲

荷
繁
栄
会
で
は
街
灯
を
オ
レ
ン
ジ
色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し
ま

し
た
。
様
子
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、素
敵
に
な
り
ま
し
た
。

石
川
：
３
回
目
の
「
公
園
の
イ
ベ
ン
ト
活
用
」
も
興
味

深
か
っ
た
で
す
。
嵐
山
商
店
街
で
も
、
亀
山
公
園
で
何

か
し
た
い
！
　
と
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

葉
山
：
行
政
も
公
園
の
管
理
か
ら
活
用
へ
と
シ
フ
ト
し

て
い
ま
す
。
商
店
街
さ
ん
と
と
も
に
「
人
が
つ
な
が
る
」

場
に
な
れ
る
よ
う
応
援
し
た
い
で
す
。

西
澤
：
新
京
極
商
店
街
で
は
誓
願
寺
前
で
定
期
的
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
買
い
物
客
に
抽
選
の
チ

ケ
ッ
ト
を
渡
し
、
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

石
川
：
そ
う
い
う
成
功
事
例
を
、
商
店
街
を
超
え
て
共

有
で
き
る
こ
の
場
は
、
貴
重
で
す
ね
。

大
谷
：
商
店
街
に
入
る
お
店
が
少
な
い
こ
と
も
課
題
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
を
作
り
た
い
。

小
林
：
外
国
人
か
ら
見
る
と
、
そ
の
国
を
知
る
に
は
商

店
を
見
て
回
る
の
が
一
番
。
商
店
街
に
は
そ
ん
な
隠
れ

た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
動
機
付
け
）
が
あ
る
は
ず
。

平
元
：
普
段
の
必
需
品
が
買
え
る
一
方
で
、
そ
こ
で
し

か
手
に
入
ら
な
い
魅
力
的
な
品
物
が
あ
る
。
そ
ん
な
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
商
店
街
を
目
指
し
、Ｉ
Ｔ
の
効
果
的
活
用
も

含
め
て
学
び
を
深
め
た
い
。

小
山
：
商
店
街
は
可
能
性
に
満
ち
て
い
ま
す
ね
。
ゴ
ー
ル

を
あ
え
て
設
け
ず
、
和
気
藹
々
と
活
発
に
交
流
で
き
る
の

が
K
O
I
N
の
良
さ
で
す
。
今
後
も
肩
肘
張
ら
ず
、
気
軽

に
皆
で
話
し
合
え
る
場
を
ど
ん
ど
ん
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
考
え
方
も
あ
る
の
か
!!
　

「
人
を
呼
ぶ
商
店
街
」を
テ
ー
マ
に
店
舗
経
営
者
と
専
門
家
、学
生
ら
が
集
ま
り
、

全
６
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。毎
回
和
や
か
な
雰
囲
気
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

最
終
日
に
は「
今
後
も
こ
う
し
た
機
会
を
！
」と
の
声
が
相
次
い
だ
。

稲荷繁栄会
大谷茶園

大谷英之 さん

嵐山商店街
嵐山いしかわ竹乃店
石川恵介 さん

新京極商店街
京のふるさと
西澤摩耶 さん

納屋町商店街
小林呉服店
小林満 さん

コメンテーター
京都府立大学名誉教授
宗田好史 さん

新大宮商店街
朝ごはん  ふく
平元俊一 さん

今回の出席者の皆さん

＠オープンイノベーションカフェ KOIN

「ポストコロナ時代の
観光型商店街と活性化について」

人が集まり、
賑わう商店街に
なるには？

その他の参加者

 （一社）京都知恵産業創造の森 理事 小山幸司郎 さん
 京都市建設局 葉山　和則 さん
 本誌編集長 円城　新子 

オープン
イノベーションカフェ

KOIN（Ｋｙｏｔｏ Ｏｐｅｎ Ｉｎ
ｎｏｖａｔｉｏｎ Ｎｅｔｗｏｒｋ）
は、新しい一歩を踏み出す
人のための「共創の場」で
す。事業を始めたい、広げ
たい、応援したい。そんな新
しい挑戦を応援するため、
フィールドや時代を超え、
“京都の知恵と技術”が集ま
る場所です。ミーティングは
もちろん、自身の想いやアイ
デアを発信したり、自由に
活用できます。さまざまな
ワークショップやイベントも
随時開催中です！

詳しくは
こちら

に  ぎ

わ
き
あ
い
あ
い
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最
近
、

学
生
が

面
白
い
vol.34

イ
シ
ダ
の

学
校☆
REPORT

京
都
北
部
・
舞
鶴
の

舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
を
訪
問
！

京
都
北
部
・
舞
鶴
の

舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
を
訪
問
！

イ
シ
ダ
は

学
生
の
活
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

新卒採用の情報は
こちらからご確認ください

目
指
す
は
世
界
に
羽
ば
た
く
技
術
者
！

モ
ノ
づ
く
り
が
大
好
き
な
学
生
た
ち

　

中
学
校
の
卒
業
後
、モ
ノ
づ
く
り
が
好
き
で
、

レ
ベ
ル
の
高
い
技
術
者
を
目
指
す
学
生
が
集
ま
る

の
が
高
等
専
門
学
校
、通
称「
高
専
」だ
。高
専
は

５
年
制
の
本
科
、そ
の
う
え
に
２
年
制
の
専
攻
科

が
あ
り
、専
攻
科
を
修
了
し
た
学
生
は
学
位
授
与

機
構
の
審
査
を
経
て
、学
士
の
学
位
が
取
得
で
き

る
。国
立
の
高
専
は
全
国
に
51
校
あ
る
が
、京
都

府
舞
鶴
市
に
あ
る
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
は
、

本
科
で
は
機
械
工
学
・
電
気
情
報
工
学
・
電
子
制

御
工
学
・
建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
の
４
学
科
、専
攻
科

で
は
総
合
シ
ス
テ
ム
工
学
が
あ
り
、未
来
に
羽
ば

た
く
技
術
者
を
育
成
し
て
い
る
。今
回
は
、電
気
・

電
子
・
情
報
・
通
信
を
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
電
気
情
報
工
学
科
の
研
究
室
を
訪
ね
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
が
専
門
の
七な

な

森も
り

公き
み

碩ひ
ろ

先
生
の
研
究
室
。「
エ
ン
ジ

若
い
う
ち
か
ら
実
践
的
な
技
術
に
触
れ
る
重
要

さ
を
語
る
。「
情
報
分
野
は
技
術
の
進
歩
が
早
く
、

最
先
端
の
技
術
が
１
年
後
に
は
古
く
な
る
と
い

う
こ
と
も
ザ
ラ
。仕
組
み
を
理
解
し
て
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
さ
わ
る
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
は
遅
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」と
森
先
生
。

　

舞
鶴
高
専
で
は「
専
門
的
な
知
識
を
つ
け

る
」「
論
文
を
読
む
・
書
く
」「
社
会
の
ニ
ー
ズ
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
」「
研
究
に
没
頭
す
る
」を
縦
横
に

進
め
て
い
る
。卒
業
後
す
ぐ
に
社
会
で
活
躍
で
き

る
だ
け
で
な
く
、新
し
い
技
術
を
開
発
し
、よ
り
便

利
な
社
会
を
作
り
出
す
技
術
者
を
育
て
て
い
る
の

だ
。

　

本
科
生
８
０
０
名
、専
攻
科
約
40
名
の
う
ち
、

ニ
ア
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
セ
ン
ス
。15
歳
か
ら
機

械
を
相
手
に
し
て
手
を
動
か
し
続
け
る
と
、技
術

の
セ
ン
ス
が
磨
か
れ
ま
す
」と
七
森
先
生
。た
と
え

ば
、「
き
れ
い
」で
は
な
い
電
気
回
路
で
は
ノ
イ
ズ
が

生
じ
る
た
め
余
計
な
電
圧
が
か
か
っ
た
り
、コ
ン
デ

ン
サ
の
寿
命
を
縮
め
た
り
す
る
。そ
の
よ
う
な
経

験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
電
気
が「
見
え
る
」よ

う
な
感
覚
を
得
ら
れ
る
人
も
い
る
と
い
う
。こ
こ

舞
鶴
高
専
で
回
路
計
算
に
よ
る
電
気
の
可
視
化

を
研
究
し
て
い
る
の
が
専
攻
科
2
年
・
東ひ

が
し

出で

稜り
ょ
う

平へ
い

さ
ん
だ
。将
来
は
誤
動
作
が
な
く
従
来
よ
り
も
小

さ
い
サ
イ
ズ
の
電
力
変
換
器
を
開
発
し
、電
気
自

動
車
な
ど
に
応
用
し
た
い
と
語
る
。

　

別
の
研
究
室
も
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）の
１
つ
で
あ
る
機
械
学
習
や
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
教
え
る
森
健
太
郎
先
生
も
ま
た
、

５
６
０
名
が
敷
地
内
に
あ
る
寮
で
共
同
生
活
を

送
る
の
が
舞
鶴
高
専
の
特
徴
だ
。わ
か
ら
な
い
こ

と
や
学
校
や
生
活
面
の
悩
み
を
、友
人
や
先
輩
、

あ
る
い
は
宿
直
す
る
教
員
に
話
し
や
す
い
の
が
メ

リ
ッ
ト
だ
。学
生
同
士
、ま
た
学
生
と
先
生
の
距

離
が
近
く
、勉
強
で
悩
む
時
間
が
減
る
た
め
体
得

す
る
の
が
速
い
。

　

学
生
た
ち
の
興
味
は
メ
タ
バ
ー
ス
、Ｖ
Ｒ
、ハ
ー

ド
ウ
エ
ア
、ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な
ど
分
野
は
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、将
来
の
夢
を
聞
く
と
、皆
が
目
を
輝
か
せ
て

「
自
分
た
ち
が
作
っ
た
技
術
で
社
会
に
貢
献
し
た

い
」と
話
し
て
い
た
。多
く
の
人
た
ち
が
快
適
に
生

活
で
き
る
よ
う
に
と
願
い
、今
日
も
彼
ら
、彼
女
ら

は
勉
学
に
励
ん
で
い
る
。

電
気
情
報
工
学

社
会
を
も
っ
と
便
利
に
し
た
い
。

そ
ん
な
熱
い
想
い
を
胸
に
15
歳
と
い
う
若
さ
か
ら

実
践
的
な
勉
学
に
励
む
学
生
が
い
る
。

京
都
府
舞
鶴
市
に
あ
る
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
を
訪
問
し
た
。

北北
きたむらしのぶきたむらしのぶ

村偲村偲さんさん森森
もりけんたろうもりけんたろう

健太郎健太郎先生先生

東東
ひがしでりょうへいひがしでりょうへい

出稜平出稜平さんさん七七
ななもりきみひろななもりきみひろ

森公碩森公碩先生先生

技術で社会に貢献
電気情報工学科本科5年生の電気情報工学科本科5年生の
政政
まさまさ

次次
つぐつぐ

春輝さん。授業で作成し春輝さん。授業で作成し
た電動キックボードはオープンた電動キックボードはオープン
キャンパスで披露されたキャンパスで披露された

電気情報工学科本科5年生の北村偲さんによる、ハ電気情報工学科本科5年生の北村偲さんによる、ハ
ンダを付ける技術を習得するサポートのため手の動ンダを付ける技術を習得するサポートのため手の動
きのデータ化。将来はこの技術を、自然災害や交通きのデータ化。将来はこの技術を、自然災害や交通
事故の対策に役立てたいと構想は広がる。事故の対策に役立てたいと構想は広がる。
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は
い
。
大
き
く
２
つ
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

一つ
は
、
実
際
に
困
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
に
個
別

の
心
理
療
法
を
行
う
研
究
で
す
。
同
志
社
大
学

新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
で
、

お
子
さ
ん
と
保
護
者
が
一
緒
に
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
と

呼
ば
れ
る
心
理
の
専
門
家
と
話
し
合
っ
て
問
題

を
解
決
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
で
認
知
行
動
療
法
の
実

践
方
法
を
紹
介
し
た
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
使
い
、

１
回
60
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
８
回
実
施
し
ま

す
。
回
を
重
ね
て
一
緒
に
認
知
行
動
療
法
を
学

ぶ
中
で
、
お
子
さ
ん
の
気
持
ち
と
行
動
に
変
化

が
出
て
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
「
自
分
の
力
で

不
安
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
」
と
認
識
し
て
自
信

を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
後
の
人
生
は

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
研
究
は
、
小
学
校
や
中
学
校
で

認
知
行
動
療
法
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た

授
業
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
予
防
教
育
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
も
の
で

す
。
認
知
行
動
療
法
を
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

「
生
き
る
知
恵
」
と
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
で
始
め
ま
し
た
。
学
校
の
先
生
方
と
共

同
で
研
修
会
を
開
催
し
、
実
際
に
全
国
の
小
中

学
校
で
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ー
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
誰
し
も
に
関
係
す
る
問
題
と
い
え
ま
す
。

今
後
の
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
不
安
や
気
分
の
落
ち
込
み
で
困
っ
て
い
る
人

は
も
ち
ろ
ん
、
今
は
問
題
の
な
い
人
の
予
防
の

意
味
で
も
、
認
知
行
動
療
法
を
取
り
入
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
一
貫
し
た
支
援
を
実
現
し
た
い
で
す
。

　
教
育
現
場
の
先
生
と
共
同
で
研
究
し
て
い
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
予
防
教
育
も
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
さ

ら
な
る
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
自
分
自
身
や
家
族
、
周
囲
の
友
人
が
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
問
題
を
抱
え
る
可
能
性
は
常
に

あ
リ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
皆
が
無
理
な
く
、

自
然
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
に
向
き
合
え
る

社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ー
こ
れ
か
ら
臨
床
児
童
心
理
学
を
志
望
さ
れ

る
学
生
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
心
理
学
は
「
人
間
に
興
味
が
あ
る
」
人
に
は

と
て
も
面
白
い
学
問
で
す
。「
人
間
の
心
」
は
深

海
の
世
界
や
宇
宙
の
彼
方
と
同
じ
で
、
ま
だ
ま

だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。
今
後
さ
ら
な
る

発
展
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
良
好
な
変
化
や
成
長

を
直
接
見
ら
れ
る
こ
と
も
喜
び
で
す
。
思
考
す

る
こ
と
と
実
践
す
る
こ
と
の
両
立
が
臨
床
児
童

心
理
学
の
面
白
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
る
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」。
厚
生
労

働
省
の
調
査
で
は
、
日
本
人
の
30
人
に
１
人
が

心
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

る
。
臨
床
児
童
心
理
学
の
研
究
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
改
善
と
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
る
同
志
社
大
学
心
理
学
部
の
石

川
信
一
教
授
。「
皆
が
無
理
な
く
、
自
然
に
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
に
向
き
合
え
る
社
会
を
」
と

願
う
石
川
教
授
が
思
い
描
く
、「
子
ど
も
の
認

知
行
動
療
法
」
の
こ
れ
か
ら
と
は
ー
。

ー
石
川
教
授
が
研
究
さ
れ
て
い
る
「
子
ど
も

の
認
知
行
動
療
法
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
な
の
で
す
か
？

　「
認
知
行
動
療
法
」
は
、
心
理
療
法
の
中
で

も
最
も
主
要
な
方
法
の
一
つ
で
す
。
あ
る
出
来

事
に
対
し
て
感
情
が
生
じ
る
仕
組
み
を
「
認
知

モ
デ
ル
」
と
い
い
ま
す
。
た
と
え
ば
不
安
や
落

ち
込
み
を
抱
え
る
お
子
さ
ん
に
は
、
小
さ
な
間

違
い
や
失
敗
を
、
す
ご
く
大
き
く
捉
え
て
自
分

を
責
め
る
な
ど
、「
考
え
方
の
く
せ
」が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
、
認
知
行
動
療
法
を
通
じ
て
、
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
「
じ
ゃ
あ
、
ど
う
し
て
い
こ
う
か
」

と
考
え
ま
す
。

　
子
ど
も
の
た
め
の
認
知
行
動
療
法
は
、
お
子

さ
ん
が
自
立
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
促

し
て
い
き
ま
す
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
で
あ
る
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
話
し
合
い
、
抱
え
て
い
る
不
安

を
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
（
小
さ
な
課
題
）
に
分

け
て
、
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ

れ
を
繰
り
返
し
、
徐
々
に
目
標
に
近
づ
け
て
い

く
の
で
す
。

ー
不
安
を
抱
え
る
お
子
さ
ん
と
実
際
に
関
わ

り
合
い
な
が
ら
、
研
究
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

踏み出せ！
「ガクモン」の未来
大学ラボ最前線

誰もが無理なく、メンタルヘルスの問題に
向き合える社会に向けて。

The  Study _ 05

臨床児童心理学のこれから
同志社大学 心理学部 心理学科 石川信一教授

臨床心理士、公認心理師、認知行
動療法士、専門行動療法士。
2001年早稲田大学人間科学部
人間健康科学科卒業。宮崎大学
教育文化学部専任講師などを経て、
2017年より同志社大学心理学部
教授。研究テーマは子どもを対象と
した認知行動療法、学校ベースのメ
ンタルヘルス予防プログラム、児童
青年期における異常心理学的研
究。趣味はサッカー観戦。

同志社大学心理学部 
心理学科 教授

石川 信一（いしかわ・しんいち）

記事の続き・
動画はこちらから

京都市中心部、河原町御池通交差点に誕生した京都信用金庫の新拠点「QUESTION（クエス

チョン）」。本誌編集長の円城新子がパーソナリティを務める館内限定『QUESTIONラジオ×ハンケ

イ500m』の今回は、タイ料理店を運営しながらアジアの子どもたちに教育の機会を提供する株式会社

菊岡夫婦社（きくおかめおとしゃ）の菊岡美紀さんをゲストにお招きし、その思いを伺いました。

QUESTION’s  REPORT

vol.14

軽にタイ料理を楽しめる「パクチー」。現
地屋台の雰囲気を再現した店づくりが

評判を呼び、現在5店舗を展開中だ。
　運営するのは、株式会社菊岡夫婦社の菊岡信義
さんと美紀さん夫妻。もっともこの飲食事業はあくま
でも手段で、開業時の目的は「アジアの子どもたち
への教育サポート」。起業6年で、南ラオスの村に小
学校を建設し、今も幅広く支援を続けている。
　きっかけは26年前の「世界―周旅行」と美紀さ
んは話す。「頭をガンと殴られるような体験でし
た」。夫婦でアジアの国を訪れた際、街中に親の仕
事を手伝い、小学校すら通えない幼い子がたくさ
んいる状況を知る。自分たちは大学へも行き、こう
して世界中を旅している。この差はどこから？　生
まれた環境が違うだけで将来が決まる現実を目に
し、夫婦で「自分たちにできることをしたい！」と決
意した。その後、美紀さんがタイ留学でタイ語を習
得したこともあり、夫婦でパクチーを創業。それと
同時にアジアの教育サポートの支援をするための

活動もスタートした。
　現地を行き来する中で「学校があれば教育の機
会になる」と聞き、パクチーで稼いだお金で最初
の小学校を設立。しかし、子どもを通学させる余裕
がない家庭が多いことを知り、教育普及のために
はまず「稼ぎ口」が必要だと判断。現在は「牛銀行」
と名付けたシステムを紹介している。まず牝牛1頭
を菊岡さん夫妻が村ごとに寄付、地元で繁殖させ
仔牛が生まれると市場へ。牛はお金になりやすく、
村に経済的余裕が生まれると子どもたちも学校へ
行ける。今後は学びながら働けるよう、村に学生寮
を兼ねたレストラン建設も考え中だ。
　読み書きができ、自立して働ける。そんな当たり
前の権利を多くの子どもに。美紀さんは今年、また
タイに短期留学を狙っている。「100人の知人を作り
たい」。人と人とがつながれば、できることも無限
大。「すべてはパクチーファンになって下さった皆
さまのおかげです」。おいしい湯気の向うには、子ど
もたちの学ぶ瞳と、はじける笑顔が広がっている。

気

タ
イ
料
理
の
先
に
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

MIKI KIKUOKA

1991年京都産業大学卒業後、酒造会社就
職。1997年世界一周旅行、2005年タイへ
語学留学。2009年タイ料理店「パクチー」開
業。2015年ラオスに小学校建設。現在飲食
店を5店舗経営、サイトでは「タイ料理冷凍通
販」をスタート、ガパオガイやパッタイなど6種
類の本格タイ料理を絶賛発売中。

菊岡美紀さん （写真左）

円城新子（写真右）：本誌編集長

様々な人の『？』が集まる場所 -QUESTION-

ここQUESTIONは様々な分野の人が集まり、人と人、事業と事業をつなげていく共創
空間です。2階はミーティングや商談など、複数人数での利用が可能で、3階は静かな空
間で集中して仕事ができるコワーキングスペースとなっています。創業間もない起業家
やフリーランスの方など、ぜひご利用ください。コミュニティマネージャーが常駐してい
るので、1人では解決できないQUESTION「問い」や「課題」を相談してみませんか？

QUESTION
ホームページ Facebook

「コミュニティメンバー」
会員募集中！
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業
１
８
９
３
年
、
厳
選

し
た
素
材
と
職
人
の
技
で

菓
子
作
り
を
続
け
る
老
舗

「
京
菓
子
司 

末
富
」。
京
都
の
四
季
折
々

の
景
色
を
表
現
し
た
上
生
菓
子
は
、
長

年
に
わ
た
り
三
千
家
の
茶
会
で
も
使
わ

れ
る
。
一
方
で
、
４
代
目
の
山
口
祥
二

さ
ん
は
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
名
店
ア
ラ

ン
・
デ
ュ
カ
ス
と
「
ス
イ
ー
ツ
」
を
テ
ー

マ
に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
果
た
す
。
ま

さ
に
伝
統
と
革
新
を
体
現
し
、
京
都
の

和
菓
子
界
を
牽
引
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
同
店
が
2
0
2
2
年
秋
、
現

代
の
「
お
茶
の
時
間
」
を
提
案
す
べ
く
、

京
菓
子
を
ル
ー
ツ
に
現
代
の
エ
ッ
セ
ン
ス

を
加
え
た
新
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｓ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｉ 

Ａ
ｏ
Ｑ
」
を
立
ち
上
げ
た
。
京
菓

子
の
伝
承
さ
れ
た
技
法
と
現
代
に
慣
れ

親
し
ん
だ
パ
ン
や
洋
菓
子
が
見
事
に
融

合
し
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
京
都
伊
勢
丹
に

出
店
以
来
、
感
度
の
高
い
若
者
か
ら
も

好
評
だ
。

　
さ
ら
に
３
月
、
現
代
の
「
お
茶
の
時

間
」
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
実
現
。「
Ａ
ｏ

Ｑ
」
の
新
展
開
と
し
て
カ
フ
ェ
ス
タ
ン
ド

が
、末
富
か
ら
ほ
ど
近
い
松
原
通
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。「
末
富
伝
承
の
餡
は
コ
ー

ヒ
ー
に
入
れ
て
も
お
い
し
い
も
の
。
も
っ

と
多
く
の
方
に
現
代
の
お
茶
時
間
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」
と
、
山
口
さ
ん
。

　
看
板
メ
ニ
ュ
ー
は
、
末
富
伝
承
の
餡

を
使
っ
た
「
あ
ん
カ
フ
ェ
オ
レ
」。
上
菓

子
に
も
使
わ
れ
る
極
上
の
餡
を
、
た
っ

ぷ
り
使
用
し
た
新
感
覚
の
ド
リ
ン
ク
だ
。

餡
が
主
役
の
コ
ー
ヒ
ー
に
は
、
ク
セ
の

創

SUETOMI AoQ カフェスタンド

もよりバス停は「烏丸松原」

x京都市下京区松原通室町東入玉
津島町319　※営業時間など詳細は
ホームページにてご確認ください。

な
い
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
味
わ
い
の
ブ
レ
ン

ド
を
選
び
抜
い
た
そ
う
。
少
し
濃
い
め

に
抽
出
し
、
餡
の
甘
さ
と
の
バ
ラ
ン
ス

も
考
え
た
。
他
に
も
、
あ
ん
カ
フ
ェ
オ

レ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
シ
ョ
コ
ラ
カ
カ
オ

ニ
ブ
オ
レ
」
や
「
く
る
み
豆
乳
和
三
盆

オ
レ
」、「
柑
橘
マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
オ
レ
」

な
ど
も
登
場
予
定
。
カ
フ
ェ
で
は
、
パ

ン
な
ど
の
軽
食
も
販
売
予
定
だ
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
み
だ

が
、隣
に
あ
る
お
し
ゃ
れ
な
ベ
ン
チ
ス
ペ
ー

ス
で
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
銅
を

腐
食
さ
せ
た
壁
の
色
彩
は
、
A
o
Q
カ

ラ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
。
こ
れ
は
、
末
富
の

包
装
紙
で
使
わ
れ
る
鮮
や
か
な
〝
末
富

ブ
ル
ー
〞
か
ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
て
い

る
。
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
空
間
で
、
現

代
の
お
茶
時
間
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

老舗菓子司「末富」がプロデュースする

ＡｏＱカフェオープン！
現代の「お茶の時間」。

1

5 4

2

3

ま
ろ
や
か
な
新
感
覚
ド
リ
ン
ク

　

飲
み
ほ
す
瞬
間
ま
で
美
味
し
い
。

1／「あんカフェオレ（HOT・ICE）」(550円)。品の
ある甘さのあん×コーヒーは、意外な組み合わ
せながら、相性の良さに驚く。　２／あん3種と
麩焼煎餅34枚入り「ふやきセット」(4,320円)。
末富名物の「ふやき」にAoQの「あん」をトッピ
ングして楽しめる。　３／無添加国産素材にこ

だわったAoQの「あん塩パン」(378円)。トース
ターで温めるのもオススメ。　4／AoQの「カス
テラ」(810円)。瓶詰めされたふわふわカステラ
に、お好みできなこと黒蜜をたっぷりと。
5／２～４の商品はジェイアール京都伊勢丹B１
FのSUETOMI AoQにて販売中。

3月下旬オープン予定！

SUETOMI AoQ
ホームページ

3435



家族や友人が集い、ワイワイ楽しむ！
滋賀県マキノに、SECOND HOUSEの集大成。

　「
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
暮
ら
し
た
い
」。
28
歳
で
舞
鶴
の
大

手
造
船
会
社
を
や
め
、
京
都
市
左
京
区
の
雪
が
吹
き
込
む
４

畳
半
で
ひ
た
す
ら
カ
フ
ェ
物
件
を
探
し
た
と
い
う
足
達
光
男
さ

ん
。
京
都
に
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
ス
パ
ゲ
テ
ィ
を
広
め
た
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｄ 

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
の
オ
ー
ナ
ー
、株
式
会
社
ザ
ッ
ク
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
代
表
だ
。
熊
野
神
社
の
東
方
に
現
在
の
j
a
z
z 

c
a
f
é 

Z
A
C 

B
A
R
A
N
を
構
え
た
の
は
1
9
7
７

年
。
ほ
ど
な
く
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｄ 

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
が
誕
生
し
、

足
達
さ
ん
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
構
想
が
ス
タ
ー
ト
、
現
在
は
京

都
、
滋
賀
、
大
阪
、
奈
良
で
十
数
店
舗
を
展
開
し
て
い
る
。

　
京
都
で
ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
い
え
ば
、
ま
だ
ケ
チ
ャ
ッ
プ
仕
立
て

の
ナ
ポ
リ
タ
ン
が
主
流
だ
っ
た
こ
ろ
。
足
達
さ
ん
は
東
京
で

和
風
出
汁
を
ベ
ー
ス
に
し
た
数
種
類
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ
に
出
会

う
。「
こ
れ
は
う
ま
い
。京
都
の
店
で
出
そ
う
」。早
速
メ
ニ
ュ
ー

に
登
場
し
た
タ
ラ
コ
や
ベ
ー
コ
ン
、
ほ
う
れ
ん
草
を
入
れ
た

和
風
ス
パ
ゲ
テ
ィ
は
京
都
で
大
ブ
ー
ム
に
な
る
。
そ
の
後
も
、

発
想
豊
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ス
パ
ゲ
テ
ィ
や
ケ
ー
キ
、キ
ッ
シ
ュ

パ
イ
な
ど
、親
し
み
や
す
く
お
し
ゃ
れ
で
、美
味
し
い
メ
ニ
ュ
ー

が
評
判
と
な
り
、
学
生
は
も
ち
ろ
ん
幅
広
い
年
齢
層
の
支
持

を
得
る
。

　「
自
分
の
家
の
よ
う
に
く
つ
ろ
げ
る
、
も
う
一つ
の
楽
し
い

空
間
」。
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
い
、
音
楽
を
聴
き
、
食

事
を
し
な
が
ら
仲
間
と
過
ご
す
。Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｄ 

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
と
い
う
店
舗
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
時
間
を
夜
通

し
楽
し
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
そ
ん
な
思
い
が
高
ま
り
、

足
達
さ
ん
は
2
0
2
2
年
か
ら
、
滋
賀
県
マ
キ
ノ
高
原
に
あ

る
自
身
の
別
荘
を
「
マ
キ
ノ
山
荘
」
と
し
て
多
く
の
人
に
貸

し
出
す
こ
と
に
し
た
。
緑
豊
か
な
山
に
66
坪
も
あ
る
木
造
の

円
形
建
築
は
、
実
際
に
足
達
さ
ん
が
家
族
や
友
と
過
ご
し

て
き
た
、
最
高
に
楽
し
い
空
間
だ
。
１
階
に
は
広
々
と
し
た

寝
室
が
３
つ
も
あ
り
、
大
型
ジ
ャ
グ
ジ
ー
、
サ
ウ
ナ
が
完
備
。

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で
は
森
林
を
見
な
が
ら
の
朝
食
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
。
な
に
よ
り
、
い
ち
ば
ん
心
躍
る
の
は

２
階
に
あ
る
大
規
模
な
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
だ
。
天

然
木
の
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
か
ら
円
形
に
広
が
る
室
内
を
見

渡
せ
ば
、
暖
炉
や
大
き
な
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
そ
の
ま

ま
眠
れ
る
よ
う
な
大
型
の
ソ
フ
ァ
ー
が
間
隔
を
と
り
な
が
ら

い
く
つ
も
あ
る
。
数
家
族
が
自
由
に
語
ら
い
、
景
色
を
眺
め
、

ゆ
っ
く
り
と
和
め
る
空
間
が
で
き
上
が
っ
て
い
る
。

　「
こ
こ
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｄ 

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
の
集
大
成
な
ん
で

す
」。
穏
や
か
な
笑
顔
で
足
達
さ
ん
が
提
供
す
る
「
マ
キ
ノ

山
荘
」
を
、Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｄ 
Ｈ
Ｏ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
で
青
春
を
過
ご
し
た
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
原
田
博

行
さ
ん
が
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

全員がゆっくり楽しめる、広々したリビングダイ

ニングルームが魅力的でした。素敵なシステム

キッチンや、複数ある大きなソファーも最高！

食べて飲んで、暖炉を囲み音楽を聴き、夜通しみ

んなで語り合いたいな。

デッキに出て、コーヒーとパンで朝ごはん。夏なら琵琶

湖へちょっと泳ぎに行ったり、バーベキューも楽しそう。

フィンランドに伝わるロウリュサウナと大

きなジャグジーに、テンション上がる！

寝室が３つも。それぞれの家族がゆったりと過ごせる

広さで、ベットカバーがどれも素敵でした！

マキノ山荘 ご予約方法
まずは空き状況をTELにてお問い合わせください。
TEL：0740-20-6237
携帯（足達）：090-3284-6107 又は 080-8516-4887

❶
メールにて正式にご予約を！
E-mail：makinosansou@zac.ne.jp❷
ご予約の
詳しい方法は
こちらから！

HPは
こちらから！

z0740-20-6237
x滋賀県高島市マキノ町新保1335-12
https://www.makinosansou.com/

セカンドハウス
ハンケイ500m

学
生
時
代
か
ら
、京
都
で
パ
ス
タ
と
ケ
ー
キ
の
あ
る

人
気
カ
フ
ェ
と
い
え
ば
S
E
C
O
N
D 

H
O
U
S
E
。

思
い
出
多
い
お
店
で
す
。

よ
く
仲
間
と
集
っ
た
居
心
地
の
い
い
場
所
。

そ
ん
な
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｄ 

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
の
集
大
成
が
、

マ
キ
ノ
高
原
に
あ
る
と
聞
き
、見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！



　京
都
府
北
部
に
あ
る
ゆ
う
薬
局
の
Ｖ
さ
ん
は
７

年
前
に
病
院
勤
務
か
ら
転
職
し
た
34
歳
の
薬
剤
師

で
す
。「『
患
』
の
字
は
心
に
串
が
刺
さ
っ
て
い
る

状
態
の
こ
と
。
そ
ん
な
患
者
さ
ん
の
不
安
を
や
わ

ら
げ
る
薬
剤
師
に
な
り
た
い
と
志
望
し
ま
し
た
」。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
下
、
そ
の
志
を
強
く
す
る

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
生
活
習
慣
病
の
薬
を
服

用
す
る
80
代
の
桜
さ
ん
（
仮
）。
コ
ロ
ナ
陽
性
と
診

断
さ
れ
、医
師
の
処
方
で
Ｖ
さ
ん
の
治
療
薬
を
調
剤
、

昼
休
み
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の
桜
さ
ん
宅
へ
車
で
駆

け
つ
け
ま
し
た
。

　感
染
対
策
か
ら
、
患
者
に
は
会
わ
ず
薬
は
自
宅

に
ポ
ス
ト
イ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で

も
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
本
人
確
認
」

の
た
め
、Ｖ
さ
ん
は
車
の
中
か
ら
桜
さ
ん
に
電
話
を

し
、ポ
ス
ト
か
ら
処
方
薬
を
取
り
出
す
様
子
を
目
視
。

こ
の
薬
は
蓋
の
開
け
方
に
コ
ツ
が
い
る
た
め
、
桜

さ
ん
が
開
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
も
確
認
し
、
続
け

て
服
用
方
法
を
電
話
で
説
明
。「
不
安
な
こ
と
が
あ

れ
ば
す
ぐ
連
絡
を
」
と
伝
え
て
、
次
の
患
者
さ
ん

の
も
と
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　そ
の
１
カ
月
後
、
桜
さ
ん
は
元
気
な
姿
で
来
局
、

開
口
一
番
「
あ
り
が
と
う
！
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　「あ
れ
か
ら
症
状
が
落
ち
着
き
ま
し
た
。
ひ
と
り

で
不
安
な
な
か
来
て
く
だ
さ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
！
」。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
と
い
う
緊
急
事
態
で
多
く

の
医
療
従
事
者
が
奮
闘
す
る
姿
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
な
か
で
患
者
さ
ん
の
自
宅
に
処
方
薬
を

届
け
る
仕
事
を
担
っ
た
の
が
保
険
薬
局
の
薬
剤
師

で
す
。
患
者
さ
ん
が
受
け
取
っ
た
の
は
薬
だ
け
で

は
な
く
、何
か
あ
れ
ば
駆
け
つ
け
て
く
れ
る「
信
頼
」

と
、頼
り
に
な
る
医
療
の
プ
ロ
が
身
近
に
い
る
「
ゆ

る
ぎ
な
い
安
心
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　Ｖ
さ
ん
は
話
し
ま
す
。「
新
型
コ
ロ
ナ
は
高
齢
や

ひ
と
り
暮
ら
し
の
患
者
さ
ん
の
不
安
を
直
撃
し
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
私
た
ち
薬
剤
師
が
少
し
で
も

役
に
立
て
た
こ
と
が
わ
か
り
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
」。

　Ｖ
さ
ん
は
薬
局
内
で
の
業
務
の
ほ
か
訪
問
薬
剤

師
と
し
て
患
者
さ
ん
の
普
段
の
様
子
や
薬
の
効
き

目
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。「
不
安
や
痛
み
が
や
わ
ら

ぎ
、笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
」。そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、

地
域
医
療
を
支
え
る
一
人
と
し
て
今
日
も
患
者
さ

ん
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て
い
る
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
患
者
さ
ん
に

安
心
と
信
頼
を
届
け
た
薬
剤
師

豆知識

新型コロナと
薬剤師
薬局では、自宅療養者へ
のフォローだけでなく、検
査キットの供給・市販薬の
販売・ワクチン接種への協
力、正しい情報提供などを
実施しています。いつでも
ご相談ください。

な
ん
で
も
相
談
で
き
る「
ゆ
う
薬
局
」に
は
、お
客
さ
ま
と
の
物
語
が
あ
り
ま
す
。

21
vol.

ハ
ン
ケ
イ

物
語

ゆ
う
薬
局

5
0
0
m

北川一成の

デザイン教本
VOL.26

誰
よ
り
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
。

誰
よ
り
も
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
。

北
川一
成
が
少
し
ず
つ
語
る
、

デ
ザ
イ
ン
の
は
な
し

北川一成　グラフ株式会社 代表取締役／
ヘッドデザイナー
（きたがわ・いっせい）1965年兵庫県加西市
生まれ。 筑波大学卒。89年GRAPH（旧：北
川紙器印刷株式会社）入社。“捨てられない印
刷物”を目指す技術の追求と、経営者とデザイ
ナー双方の視点に立った“経営資源としての
デザインの在り方”の提案により、地域の中小
企業から海外の著名高級ブランドまで多くのク
ライアントから支持を得る。2001年、書籍
『NEW BLOOD』（発行：六耀社）で建築・美
術・デザイン・ファッションの今日を動かす20人
の1人として紹介。同年国際グラフィック連盟
の会員に選出。04年、フランス国立図書館に
多数の作品が永久保存される。08年、
「Frieze Art Fair」に出品。11年秋、パリのポ
ンピドゥーセンターで開催される現代日本のグ
ラフィックデザイン展の作家15人の1人として
選抜。NY ADCや、D&AD Awardsの審査員
を務め、国内外で高い評価を受ける。TDC賞、
JAGDA新人賞、JAGDA賞、ADC賞など受賞
多数。

www.moshi-moshi.jp

　デ
ザ
イ
ナ
ー
皆
川
明
さ
ん
の
創
作
と
思
想
を
紹
介
す

る
展
覧
会
「
ミ
ナ 

ペ
ル
ホ
ネ
ン
／
皆
川
明

　つ
づ
く
」
が
、

2
0
1
9
年
11
月
16
日
か
ら
3
ヶ
月
間
、
東
京
都
現
代
美

術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。設
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
ミ
ナ 

ペ
ル
ホ
ネ
ン
の
歴
史
も
紹
介
さ
れ
る
こ
の
展
覧
会

は
、
同
ブ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
過
去
最
大
規
模
の
も
の
。そ
の

後
も
兵
庫
県
立
美
術
館
に
続
き
、
福
岡
市
美
術
館
、
青
森

や
台
湾
な
ど
で
も
開
催
さ
れ
る
巡
回
展
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
展
覧
会
で
、私
は
ポ
ス
タ
ー
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
プ

リ
ン
テ
ィ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

　皆
川
さ
ん
と
は
、
ミ
ナ 

ペ
ル
ホ
ネ
ン
を
立
ち
上
げ
ら
れ

る
前
か
ら
懇
意
に
し
て
い
て
、
彼
の
作
品
や
考
え
方
に
私

は
共
感
し
て
い
ま
す
。ミ
ナ 

ペ
ル
ホ
ネ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
が
物

語
る
と
お
り
、
皆
川
さ
ん
の
手
掛
け
る
服
は
、
作
り
手
の

痕
跡
が
随
所
に
残
っ
て
い
ま
す
。布
地
の
質
感
を
活
か
し
、

縫
製
も
刺
繍
も
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。と
き
に
は

生
産
工
程
で
で
き
る
ハ
ギ
レ
の
価
値
を
見
出
し
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
の
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
ア
イ
テ

ム
も
あ
る
。そ
こ
に

は
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
思
考
に
加
え
、

そ
れ
ぞ
れ
に
絶
妙

な
個
体
差
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。や

わ
ら
か
い
色
彩
と

も
あ
い
ま
っ
て
、
ミ

ナ 

ペ
ル
ホ
ネ
ン
の

世
界
観
は
、
と
て

も
独
自
性
の
高
い

も
の
で
す
。そ
う
い
う

も
の
づ
く
り
を
さ
れ

て
き
た
皆
川
さ
ん
の
、

今
ま
で
の
成
果
と
こ

れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

披
露
す
る
展
覧
会
に
、

印
刷
物
は
ど
う
表
現

す
れ
ば
見
合
う
だ
ろ

う
。　私

は
皆
川
さ
ん
の

作
品
と
、
自
分
が
手
掛
け
て
き
た
印
刷
の
共
通
点
を
思

考
し
ま
し
た
。イ
ン
ク
の
匂
い
が
漂
う
印
刷
工
場
で
育
っ

て
き
た
私
に
と
っ
て
、い
わ
ば
紙
は
キ
ャ
ン
バ
ス
で
印
刷
機

は
絵
筆
で
す
。版
が
接
す
る
圧
力
や
マ
シ
ン
の
速
度
を
変

化
さ
せ
る
と
、
イ
ン
ク
の
付
き
方
が
変
わ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
表
情
を
見
せ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。紙
に
イ
ン
ク

が
滲
ん
だ
り
、
擦
れ
た
り
、
版
が
ズ
レ
た
り
す
る
特
質
を

自
在
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、美
し
く
面
白
い
も
の
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
を
活
用
し
て
、
私
は
今
回
の

皆
川
さ
ん
の
展
覧
会
に
相
応
し
い
世
界
観
を
作
ろ
う
と

考
え
ま
し
た
。

　「無
駄
に
し
な
い
」、「
あ
え
て
均
一
に
し
な
い
」。

　ミ
ナ 

ペ
ル
ホ
ネ
ン
ら
し
さ
に
も
通
じ
る
よ
う
、
こ
れ
ら

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
提
案
し
、紙
は
、印
刷
所
の
倉
庫
に

保
管
さ
れ
た
ま
ま
使
わ
れ
て
い
な
い
、
余
っ
た
紙
も
使
用

し
ま
し
た
。10
種
類
の
個
性
の
異
な
る
紙
で
制
作
し
た
フ

ラ
イ
ヤ
ー
は
、
イ
ン
ク
の
馴
染
み
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、

印
刷
機
を
駆
使
す
れ
ば
表
現
も
変
化
し
ま
す
。ま
る
で
木

版
画
や
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
よ
う
な
、
す
べ
て
が
1
点
物

の
よ
う
な
風
合
い
の
あ
る
表
現
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

3839



ヤノベケンジ
現代美術作家。京都芸術大学美術工
芸学科教授。ウルトラファクトリーディレ
クター。1965年大阪生まれ。1991年京
都市立芸術大学大学院美術研究科
修了。1990年代初頭より、「現代社会
におけるサヴァイヴァル」をテーマに機能
性を持つ大型機械彫刻を制作。幼少
期の遊び場だった大阪万博の会場跡地

「未来の廃墟」を創作の原点とする、ユ
ーモラスな形態に社会的メッセージを込
めた作品群は国内外から評価が高い。
1997年放射線感知服《アトムスーツ》を身にまといチェルノブイリを訪れる《アトムス
ーツ・プロジェクト》を敢行。21世紀の幕開けと共に、制作テーマを「リヴァイヴァル」
へと移行。2011年、東日本大震災後、希望のモニュメント《サン・チャイルド》を制
作し、国内外で巡回。 2017年、「船乗り猫」をモチーフにした、旅の守り神《SHIPʼS 
CAT》シリーズを制作開始。2022年に開館した大阪中之島美術館のシンボルと
して《SHIPʼS CAT（Muse）》が恒久設置される。 https://www.yanobe.com/

ヤ
ノ
ベ
の
作
品
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
動
物
が
モ
チ
ー
フ
と
な
っ

て
登
場
す
る
。《
イ
エ
ロ
ー
・
ス
ー

ツ
》（
1
9
9
1
）
で
は
、
自
身
が
飼
っ

て
い
た
犬
が
放
射
能
防
護
服
を
着
て
登
場

し
、
そ
の
後
も
ネ
ズ
ミ
や
ゾ
ウ
、
マ
ン
モ
ス
な
ど

が
作
品
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
き
た
。
な
か
で
も

猫
は
多
く
、
2
0
0
8
年
に
ヤ
ノ
ベ
が
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
カ
ン
パ
ニ
ー
「
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ

ラ
」
の
舞
台
美
術
を
手
が
け
た
際
に
は
《
猫
人
形
》

が
、
2
0
1
0
年
の
富
山
県
に
あ
る
発
電
所
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
「
ミ
ュ
ト
ス
」
展
で
は
《
ラ
ン

プ
猫
》
が
制
作
さ
れ
、
ヤ
ノ
ベ
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
作
品
の
な
か
で
物
語
や
異
世
界
に
誘
う
イ

マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

2
0
1
7
年
、
福
岡
県
博
多
市
の
「W

eBase

」

と
い
う
ホ
ス
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
際
、ヤ
ノ
ベ

は
そ
の
施
設
の
目
印
と
同
時
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
に
な
る
作
品
を
依
頼
さ
れ
た
。
ホ
ス
テ
ル
は

世
界
中
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
が
宿
泊
す
る
施
設
。

若
者
が
国
境
を
越
え
て
交
流
し
、
新
し
い
探
究
心

で
冒
険
の
旅
に
出
る
、
そ
ん
な
ふ
う
に
未
来
が
開

か
れ
る
希
望
に
満
ち
た
時
代
を
応

援
し
た
い
。
同
時
に
ヤ
ノ
ベ
は
、
そ
の
作
品

が
地
域
の
守
り
神
に
な
り
、
人
々
の
支
え
に
な
る

魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
も
し
た
か
っ
た
。
そ

こ
で
制
作
さ
れ
た
の
が
《SH

IP’S C
AT

（
シ
ッ
プ

ス
・
キ
ャ
ッ
ト
）》（
2
0
1
7
）
だ
。

作
品
の
根
底
に
は
、
大
航
海
時
代
、
世
界
に
広

ま
っ
た
「
船
乗
り
猫
」
が
あ
る
。
船
の
害
獣
で
あ

る
ネ
ズ
ミ
を
追
い
払
う
猫
は
、「
船
の
守
り
神
」、

「
船
員
の
友
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
動
物
だ
。

そ
の
猫
の
イ
メ
ー
ジ
と
作
品
へ
の
思
い
を
重
ね
合

わ
せ
、
商
業
施
設
の
単
な
る
看
板
に
終
わ
ら
ず
、

多
く
の
人
の
財
産
に
な
る
美
術
作
品
を
ヤ
ノ
ベ
は

模
索
し
、
作
り
上
げ
た
。

福
岡
か
ら
は
じ
ま
っ
た
《SH

IP’S C
AT

》
は
、

福
島
、
東
京
、
鎌
倉
、
大
阪
に
も
設
置
さ
れ
、
そ

の
後
は
海
を
渡
り
、
上
海
、
パ
リ
の
ル
ー
ヴ
ル
美

術
館
に
も
展
示
さ
れ
た
。
ま
さ
に
作
品
自
体
が
船

乗
り
猫
の
よ
う
に
、実
際
に
世
界
中
を
旅
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
。
さ
ら
に
、
2
0
2
2
年
に
は
、

大
阪
中
之
島
美
術
館
の
広
場
に
《SH

IP'S C
AT 

(M
use)

》
を
完
成
さ
せ
た
。
神
社
の
鳥
居
を
思

わ
せ
る
魔
除
け
の
朱
色
の
服
を
着
た
守
り
神
の
猫

は
、
美
術
館
と
い
う
蔵
を
守
っ
て
い
る
。
今
で
は

美
術
館
の
顔
と
な
り
、
訪
れ
る
人
々
か
ら
愛
さ
れ

る
も
の
に
な
っ
た
。

そ
し
て
2
0
2
3
年
、《SH

IP’S C
AT

》
は
さ

ら
な
る
大
き
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
2
月
に
は

三
木
道
三
（D

O
ZAN

11

）
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、
宇
宙
船
に
乗
っ
て
旅
す
る
猫
の
物
語
の
絵
本

『SPAC
E SH

IP’S C
AT Zitto & G

atito

』
が
完

成
、
初
め
て
の
N
F
T
作
品
に
も
な
り
、
2
月

末
に
は
大
阪
中
之
島
美
術
館
で
、
絵
本
を
歌
っ
て

読
み
聞
か
せ
す
る
ス
テ
ー
ジ
も
披
露
さ
れ
た
。
ま

た
、
電
気
自
動
車
会
社
と
の
共
同
開
発
作
品
は
、

猫
を
助
手
席
に
乗
せ
て
旅
を
す
る
と
い
う
構
想
の

も
と
つ
い
に
完
成
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
魔
を
避
け
な

が
ら
走
る
世
界
最
速
の
彫
刻
作
品
は
、
ア
ン
テ
ル

ー
ム
京
都
で
の
お
披
露
目
と
な
っ
た
。
ヤ
ノ
ベ
の

《SH
IP’S C

AT

》
は
、
憂
い
あ
る
世
界
に
希
望
を

広
め
る
、
ま
だ
ま
だ
旅
の
途
中
な
の
だ
。

SHIP’S CAT （シップス・キャット）
vol.29

SHIPʼS CAT
（シップス・キャット）

建物の内側と外側を結ぶ巨大な猫の
彫刻。巨大な白猫は、建物の中から
這い出るポーズをし、今にも外界に飛
び出そうとしている。ランプにもなるヘ
ルメットが周囲を照らし、宇宙服や潜
水服のような衣装を身に着けている。
300×240×480cm　2017年
所蔵：株式会社WeBase
photo（中央）: 表恒匡

公道も走れる世界最速の彫刻CAR
《SHIP’S CAT（Speeder）》や、三木道三
氏とのコラボレーション絵本『SPACE 
SHIP’S CAT Zitto & Gatito』の原画な
ど、「SHIP’S CAT」シリーズの作品が阪
急うめだ本店に集結！ これまでに出版さ
れた絵本のアーカイブも展示予定です。
お楽しみに！

ヤノベケンジ
SHIP'S CAT展
3月29日（水） ー 4月3日（月）
9階 阪急うめだギャラリー
※催し最終日は午後6時終了

撮影:青木兼治 戸谷英明 山田勇治 KENJI YANOBE Archive Project
編集:青木兼治  音楽:Vela、SOZEN OTSUBO、BLACK PEARL

Movie「KENJI YANOBE SHIP’S CAT 2022」

KYAP提供 KYAP提供
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市営地下鉄ラック以外の設置箇所の確認や
バックナンバーはHPからどうぞ！

次号は2023年5月10日発行予定です！
ちょっと北、ちょっと西

企画・編集・営業・制作：
株式会社 union.a
円城新子
中山みゆき
呉　玲奈
北原靖浩
山田梨世
田代佳世
鈴木毬乃

表紙絵・ロゴデザイン・イラスト： 
森　華

デザイン・イラスト：
こうめ工房
Design Maple
もりはなぐみ
梁川友世 
ニシモトタクミ

ライティング・校正：
栗田京子
中岡ひろみ
長尾よう子
吉田志帆

刀祢美沙
鈴木敦子 
中岡暁子
堀川麻美

撮影： 
大山雄大
坂井保夫
辻　正美

デザイン・データ制作： 
八木義明（A-vik）

印刷： 
株式会社アイ・サポート
東洋紙業株式会社

配布協力： 
株式会社実業広告社
Kiyu工房

協力： 
京都市交通局
京都新聞社
KBS京都

staff
vol.72  2023年3月10日発行 

マキノ山荘を運営する、京都にカジュアルなスパ
ゲティを広めた名店の名前は？

問題を解くと抽選で素敵なプレゼントが当たります！

●京都シネマ 映画鑑賞券 ３名様にプレゼント！

出題の答えと、①年齢性別 ②ハンケイ500mの入手場所 ③面白
かった頁 ④最近のマイブーム ⑤希望するプレゼント、その他ご感想
やご意見などございましたらお書き添えの上、応募先までメールをご送
信下さい。正解者には抽選で商品をプレゼントいたします。当選者には
直接メールにてご連絡いたします。※応募の段階で名前や住所などの
記入の必要はありません。※携帯メールアドレスからのご応募の際、エ
ラーが起きる場合がございます。【answer@hankei500.com】からのメ
ールを受信できるように設定をお願い致します。
応 募 先： answer@hankei500.com
締め切り： 2023年5月1日 am0:00

前回の答　　学生演劇応援団

本物を知る京おんなが本誌の内容から１問を出題します！ 答えは
必ず、本誌に書かれています。じっくり読んで、答えて下さいね！

quiz

京都人

information

トリとロキタ

3/31（金）公開京都シネマ
おすすめ映画

Tori et Lokita│2022│ベルギー、仏│89分│
監督：ジャン＝ピエール＆リュック・ダルデンヌ
©LES FILMS DU FLEUVE - ARCHIPEL 35 - SAVAGE FILM - FRANCE 
2 CINÉMA - VOO et Be tv – PROXIMUS - RTBF(Télévision belge)
Photos ©Christine Plenus
https://bitters.co.jp/tori_lokita/

少年トリと少女ロキタ。アフリカからベルギーへ
流れ着いた偽りの姉弟は、支えあいながら出口の
ない搾取の日々を過ごす。ロキタは偽造ビザを手
に入れるために危険な闇組織の仕事を始めるのだ
が…。世界中で100賞以上を獲得している監督ダ
ルデンヌ兄弟の新作は、彼らの代名詞ともいえる
そぎ落とされた作劇に加え、先の読めないサスペ
ンスフルな展開で、分断された世界を描き切る。

　　　　　　　　　　京都シネマ　中根沙絵

ぬいぐるみとしゃべる人はやさしい

4/7（金）公開

2023│日│109分│
原作：大前粟生「ぬいぐるみとしゃべる人はやさしい」
監督：金子由里奈
© 映画「ぬいぐるみとしゃべる人はやさしい」
https://nuishabe-movie.com/

『21世紀の女の子』『眠る虫』で注目を集めた金子
由里奈監督による長編商業デビュー作にして、繊
細な感性で話題作を生み出し続けている小説家・
大前粟生にとって初の映像化作品。京都のとある
大学の「ぬいぐるみサークル」を舞台に“男らし
さ”“女らしさ”のノリが苦手な大学生・七森、七
森と心を通わす麦戸、そして彼らを取り巻く人び
とをフレッシュなキャストで描く。全国公開に先
駆け、撮影の地である京都にて先行上映！

京都シネマ  http://www.kyotocinema.jp
京都市下京区烏丸通四条下西側  COCON烏丸3F　 075-353-4723

上映情報の
ご確認はこちら

CiNEMA

副編集長：『チェンソーマン』『SPY×FAMILY』『ミステリと言
う勿れ』……もはや『鬼滅の刃』どころか『呪術廻戦』や『東京
卍リベンジャーズ』の記憶ですら毎日塗り替えられていく漫
画カルチャー。ちゃいかさんの注目作品を教えてください！

ちゃいか：米津玄師さんの「KICK BACK」(チェンソーマン
主題歌)MV、漫画的でサイコゥでしたね(未見の方は是非ど
うぞ)。いま手元にある漫画は『スーパーの裏でヤニ吸うふ
たり』（地主）。ひとのいい(顔こわい)くたびれ中年男性がレ
ジバイト女性に癒されたり翻弄されたりする日常漫画です。
他にも、疲れた社畜男性が幽霊の相手をしてくれない『社畜
と幽霊』（日日ねるこ）とか、展開だけを楽しめる系漫画は疲
れた日の癒しですね。くたびれ中年男性と年下バイト女性の
ロマンスと言えば『恋は雨上がりのように』（眉月じゅん）で
すが、『パトレイバー』（ゆうきまさみ）の後藤隊長といい、
魅力的な中年男性はどこか似ている(笑)。眉月じゅんさんの

『九龍ジェネリックロマンス』もいいですよ、線の色気が半
端ない。最近読み始めた『BADDUCKS』（武田登竜門）の逃
走劇は、奇妙な展開も登場人物達のコメディに説得力があっ
て安心して読めるし、組織を相手にする面倒さは『ペット』

（三宅乱丈）を思い出して懐かしくなりました。黒田硫黄さん
の作品の感じもありますね。2022年は『宝石の国』（市川春
子）の連載が再開されて嬉しかったけど、『ブランクスペー
ス』（熊倉献）が完結して寂しかったんですよねぇ。
副編集長：この短いコラムにすごい情報量！ちゃいか推しの
漫画はハズレなし！！

Question 18

※上記はあくまでもサブカルオタクの独断と偏見です。

ADちゃいか(Twitter: @AD22897751)
同志社大卒、某 バイクショップ 店長、ラジオ
パ ーソナリティ(FM おとくに )。毎週放送中

『RadioBoozeK( 水曜夕方15:00-16:28)』『AD
ちゃいかのベースメント・テープス(月曜夜20:30-
21:58)』はリスラジ(無料アプリ)で、全国どこでも
聴取できます。
■■包子[pico][pico]PAOZU
●現代アート作家はかなシさん
(Twitter: @soranosian)との創作コンビ
幽霊画[ゆうれいが]
●ダブリーヌ・ドヌーヴさん
(Instagram: dubreenu_donuuve)とのバンド

編集長と副編集長が質問！

サブカル話を聞く！

京都みなみ会館  https://kyoto-minamikaikan.jp/
京都市南区西九条川原城町110　 075-661-3993

上映情報の
ご確認はこちら

Answer

京都みなみ会館
おすすめ映画

月末金曜日は
「はひふのか」を観に
京都みなみ会館へ！

京都を拠点に活動する演劇ユニット「はひふのか」。
代表作『Moonlight Club』は、場末のショーパブ
の楽屋を舞台にした3人芝居だ。テンポの良いコメ
ディで人気を博し、過去16回の公演は満員御礼。
2021年の映画化も大盛況で、シリーズ化が決定し
た。京都みなみ会館での２日間限定上映は、パー
ト１とパート２ともに、2年連続ソールドアウト。
2023年内にはパート３となる『Moonlight Club in 
LOVE』の公開も控えている。
そんな話題の『Moonlight Club』が、毎月の月末金
曜日に京都みなみ会館にて上映されることに！　奇
数月はパート１の『Moonlight Club THE MOVIE』、
偶数月はパート２の『Moonlight Club in 長寿庵』
が見られる。パート１&２を観にいけば、“はひふ
のか沼”にハマること間違いなし。

はひふのか
俳優・サウンドロゴクリエーターの原田博行さん、「劇団そとば
こまち」出身の女優・日詰千栄さんと俳優・映画監督の福山俊
朗さん、脚本家の桂正樹子さんによる演劇ユニット。

【上映スケジュール】

3/31（金）19:00　パート１『Moonlight Club THE MOVIE』
https://kyoto-minamikaikan.jp/movie/23852/

4/28（金）19:00　パート２『Moonlight Club in 長寿庵』
https://kyoto-minamikaikan.jp/movie/23853/

【料金】 1500円 ※各舞台挨拶あり！



　う
ー
ん
「
山
」
か
。我
な
が
ら
少
々
苦

し
い
お
題
と
思
っ
た
が
、
あ
と
の
ま
つ
り

な
の
で
あ
る
。 

　自
宅
か
ら
ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m
内
に

聳
え
立
つ
山
と
い
う
と
、
大
文
字
山
こ

と
如
意
ヶ
嶽
と
、
吉
田
山
と
い
う
こ
と

に
な
る
。 

　毎
年
送
り
火
は
見
る
が
、如
意
ヶ
嶽
に

登
っ
た
こ
と
は一度
も
な
い
。理
由
は
、
し

ん
ど
そ
う
だ
か
ら
だ
。自
分
は
も
う
し

ん
ど
い
こ
と
は
可
能
な
限
り
し
な
い
こ

と
に
し
て
い
る
の
で
、未
来
も
お
そ
ら
く

は
登
山
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。た
だ

し
、
金
銭
が
か
ら
ん
で
き
た
り
す
る
場

合
は
、こ
の
信
念
が
ゆ
ら
ぐ
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。 

　如
意
ヶ
嶽
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ほ
ど
高

い
山
で
は
な
く
、
標
高
も
4
7
2
m
と

い
う
か
ら
、む
し
ろ
低
い
山
の
部
類
だ
ろ

う
か
。け
れ
ど
も
見
た
目
に
は
け
っ
こ
う

高
く
感
じ
て
し
ま
う
。な
ん
か
独
特
の

威
圧
感
と
い
う
の
か
、そ
う
い
う
不
思
議

な
オ
ー
ラ
が
あ
る
の
だ
。 

　実
際
よ
り
も
高
く
見
え
る
理
由
の
ひ

と
つ
に
は
、確
実
に
あ
の
山
頂
近
く
の
山

腹
に
浮
か
び
上
が
る
、「
大
」の
文
字
の
御

威
光
が
あ
る
と
思
う
。な
ん
と
い
っ
て
も

そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
で
あ
る
。だ
い
た

い
ど
こ
の
世
界
に
「
大
」
な
ん
て
書
い
て

あ
る
山
が
あ
る
と
い
う
の
か
。あ
、
い
や

ア
メ
リ
カ
に
は
歴
代
の
大
統
領
の
顔
が

彫
っ
て
あ
る
山（
？
）や
、
わ
ざ
わ
ざ
で
っ

か
く
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
と
か
書
い
て
あ
る

山
が
あ
る
な
。そ
う
考
え
て
み
る
と
、
京

都
の
感
性
は
ア
メ
リ
カ
に
近
い
ん
だ
ろ

う
か
？ 

　そ
う
い
え
ば
こ
の

間
、
縁
あ
っ
て
如

意
ヶ
嶽
の
中
腹
（
？
）

に
あ
る
「
鹿
ケ
谷
山

荘
」
で
ラ
イ
ヴ
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
い
た

の
だ
が
、
す
ば
ら
し

く
風
情
の
あ
る
場
所

だ
っ
た
。前
日
あ
た

り
ま
で
降
り
続
い
た

雪
の
効
果
も
あ
い

ま
っ
て
、
風
光
明
媚
と
は
こ
の
こ
と
か
的

す
さ
ま
じ
さ
な
の
だ
っ
た
。 

　自
分
た
ち
は
機
材
も
あ
る
の
で
山
荘

の
ホ
ン
近
所
ま
で
車
で
送
っ
て
も
ら
っ
た

が
、一般
の
お
客
は
、殆
ど
麓
あ
た
り
か
ら

登
っ
て
き
た
よ
う
で
、皆
一
様
に
息
が
上

が
っ
て
い
た
。知
人
の
M
氏
な
ど
、
し
ん

ど
過
ぎ
た
の
か
、
も
っ
て
い
き
よ
う
の
な

い
怒
り
の
せ
い
か
口
数
が
少
な
く
な
っ

て
、
ム
ス
ッ
と
し
て
い
た
。自
分
は
な
に

か
悪
い
こ
と
を
し
た
よ
う
な
気
分
に
な

り
、
つ
い
ス
イ
マ
セ
ン
と
か
謝
っ
て
し
ま

い
そ
う
に
な
っ
た
。 

　如
意
ヶ
嶽
の
山
あ
い
に
は
、他
に
も
法

然
院
や
安
楽
寺
な
ど
、ラ
イ
ヴ
や
ギ
ャ
ラ

リ
ー
等
に
使
わ
せ
て
も
ら
え
た
り
す
る

粋
な
お
寺
さ
ん
が
あ
っ
た
り
す
る
。こ
の

辺
も
こ
の
山
の
フ
ト
コ
ロ
の
大
き
さ
だ

と
思
う
。 

　さ
て
吉
田
山
。 

　こ
の
山
は
自
宅
の
目
の
前
に
あ
る
と

言
っ
て
よ
く
、急
ぎ
足
で
歩
け
ば
30
秒
ほ

ど
で
、
吉
田
神
社
裏
参
道
口
の
鳥
居
ま

で
到
着
し
て
し
ま
う
。あ
ま
り
に
も
身

近
す
ぎ
て
、
あ
ら
た
め
て「
山
」の
よ
う

に
は
認
識
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

実
際
、吉
田
山
は
と
て
も
低
く
、標
高
は

1
0
5
m（
！
）。そ
の
た
め
か
昔
は
吉
田

山
で
は
な
く「
神
楽
岡
」と
呼
ば
れ
て
い

た
ら
し
く
、
正
式
に
は「
孤
立
丘
」と
い

う
そ
う
だ
。知
ら
な
か
っ
た
。吉
田
山
は

や
っ
ぱ
り
学
術
的
に
は
山
じ
ゃ
な
い
の
か
。

丘
な
ん
だ
。で
、
そ
の
神
楽
岡
の
語
源
は

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん「
吉
田
神

社
が
坐
す
岡
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

そ
れ
く
ら
い
吉
田
神
社
と
吉
田
山
は
一

心
同
体
だ
と
い
え
る
。 

　初
詣
や
節
分
の
火
炉
祭
な
ど
で
神
社

へ
参
拝
す
れ
ば
、そ
れ
は
自
動
的
に
登
頂

に
成
功
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
、こ
ん
な

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
登
山
は
な
い
。な
に
し

ろ「
登
山
を
し
て
い
る
」
と
い
う
自
覚
す

ら
な
い
と
い
う
。 

　吉
田
山
に
は
ま
た
、い
ろ
ん
な
伝
説
み

た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
、い
わ
く
、「
70
年

代
の
ヒ
ッ
ピ
ー
が
住
み
つ
い
て
、
そ
の
ま

ま
仙
人
に
な
り
、
庵
を
結
ん
で
い
る
」と

か
、「
山
の
某
所
の
某
店
に
は
、あ
の
有
名

な
女
性
革
命
家
が
潜
伏
し
て
い
た
」
だ

と
か
、
真
贋
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
話
が
た

く
さ
ん
あ
る
。ま
ァ
そ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
湧
い
て
出
そ
う
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ

た
山
で
は
あ
る
。我
々
随
筆
家
の
神
、
徒

然
草
の
吉
田
兼
好
は
吉
田
神
社
の
神
官

の
家
系
な
の
に
、
後
に
出
家
し
て「
兼
好

法
師
」
と
呼
ば
れ
る
な
ど
ナ
ゾ
な
人
物

だ
け
れ
ど
、
ど
う
や
ら
吉
田
界
隈
に
住

ん
だ
こ
と
は
な
い
よ
う
だ
。自
分
が
吉
田

山
の
麓
に
転
居
を
決
め
た
理
由
の
ひ
と

つ
は
、兼
好
へ
の
憧
れ
だ
っ
た
の
だ
が
。 

イラスト / 山本精一

半
径
五
百
米
の

山
頂
登
山

山本精一 ESSAY

x京都市中京区六角通富小路東入ル大黒町80番地3
バナナとイエロう  z075-213-0877　https://banana-to-yellow.jp/
宮脇賣扇庵  z075-221-0181　http://www.baisenan.co.jp/

山本精一（やまもと・せいいち）
1958年兵庫県生まれ。国内アヴァン・ポッ
プの先駆者として知られ、'86年に日本のオ
ルタナティブ・ロック・バンド「ＢＯＲＥＤＯＭ
Ｓ」に参加。その後「想い出波止場」や「羅針
盤」、「ROVO」など数多くのユニットを結成
し、国内外で活躍。ソロでも人気を博す。
2019年10月には自身がプロデュースす
るライブスペース「ミングル」を木屋町に
OPEN。精力的な活動を続けている。

ミングル
https://mingle.localinfo.jp/
京都市中京区西木屋町通六角下ル

西木屋町のライブスペース

アルバム絶賛発売中！
2020年発売のうたものアルバム『selfy』
の原曲(原詞)集『UR TRACKS』(ウル・ト
ラックス) を、山本精一オンラインストアと
ライブ会場限定で販売。selfy内の各楽曲
の「最初期バージョン(アコースティックギ
ター弾き語り)」。傑作の全７曲・約46分。

山
の
巻

に
ょ 

い  

が 

た
け

す
い

か
ぐ
ら
お
か

か  

ろ 

さ
い



TOWA株式会社

もよりバス停は「市民防災センター前」

z075-692-0250　
x京都市南区上鳥羽上調子町5番地
https://www.towajapan.co.jp/

　
1
9
9
7
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
開
設

さ
れ
た
「
T
O
W
A 

A
P
（
ア
ジ
ア
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
）
セ
ン
タ
ー
」
は
、
拡
大
す

る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
半
導
体
市

場
で
躍
進
を
続
け
て
い
た
。
半
導
体
製
造

装
置
の
開
発
か
ら
販
売
、
顧
客
の
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で
一
貫
し
て
担
う
海
外

の
中
核
拠
点
と
し
て
、
急
成
長
を
遂
げ

る
2
0
0
0
年
代
の
半
導
体
市
場
を
牽

引
。
T
O
W
A
の
存
在
感
は
ま
す
ま
す

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
家
電
が
普
及
し
、

半
導
体
市
場
は
世
界
的
な
広
が
り
を
見

せ
て
い
た
。
新
興
企
業
の
台
頭
は
企
業
間

競
争
の
激
化
へ
と
つ
な
が
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
も
か
つ
て
な
い
速
度
で
変
化
し
て
い

た
。「
半
導
体
の
性
能
は
、
1
年
半
で
2

倍
向
上
す
る
」
と
し
た
「
ム
ー
ア
の
法
則
」

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
日
進

月
歩
の
技
術
革
新
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　
独
自
技
術
に
よ
る「
マ
ル
チ
プ
ラ
ン
ジ
ャ

方
式
」
の
開
発
に
よ
っ
て
業
界
標
準
を
確

立
し
た
T
O
W
A
は
そ
の
後
も
、
半
導

体
の
生
産
数
の
増
減
に
合
わ
せ
て
プ
レ
ス

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
着
脱
可
能
と
し
た
「
Y
シ

リ
ー
ズ
」、
最
先
端
の
半
導
体
製
品
に
対

応
し
た
「
コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
（
圧
縮
）

成
形
方
式
」
の
新
装
置
と
、
次
々
に
画

期
的
な
製
品
を
生
み
出
し
て
い
く
。

　
高
性
能
な
半
導
体
の
大
量
生
産
を
可

能
と
す
る
「
コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
成
形
方

式
」
の
端
緒
は
、
岡
田
博
和
の
ひ
ら
め
き

に
あ
っ
た
。

　「
コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
成
形
と
い
う
方
法

そ
の
も
の
は
、
従
来
か
ら
世
の
中
に
存
在

し
て
い
た
技
術
で
す
。
し
か
し
、
半
導
体

製
造
の
分
野
で
は
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
顧
客
で
あ
る
企
業
か
ら
技
術

的
な
相
談
を
受
け
る
中
で
、
こ
の
技
術
を

応
用
す
れ
ば
顧
客
の
課
題
を
解
決
で
き
る

の
で
は
、
と
思
い
つ
い
た
の
で
す
」。

　
岡
田
は
さ
っ
そ
く
、
社
内
の
技
術
者
た

ち
を
集
め
て
自
身
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
、

開
発
に
着
手
す
る
。
こ
う
し
て
、
半
導
体

の
薄
型
化
や
回
路
の
高
集
積
化
と
い
う
技

術
革
新
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

2
0
0
9
年
に
T
O
W
A
独
自
の
「
コ
ン

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
成
形
方
式
」
に
よ
る
新
装

置
が
発
売
と
な
る
。

　
前
年
の
2
0
0
8
年
に
米
国
で
起
き

た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
、
世

界
経
済
は
深
刻
な
落
ち
込
み
に
見
舞
わ
れ

て
い
た
。
半
導
体
市
場
も
不
況
の
影
響
を

受
け
、
苦
戦
が
続
い
て
い
た
。

　
逆
風
が
吹
く
中
で
も
、
岡
田
が
拾
い
上

げ
た
顧
客
の
声
か
ら
生
ま
れ
た
新
装
置
は
、

世
界
の
半
導
体
製
造
企
業
の
注
目
を
集

め
た
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
半
導

体
業
界
の
中
で
、
時
代
の
先
を
見
据
え
た

「
ク
ォ
ー
タ
ー
・
リ
ー
ド
」
の
T
O
W
A

の
精
神
が
結
実
し
た
新
装
置
は
、
新
た
な

業
界
標
準
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
よ
う

と
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
た

よ
う
に
思
わ
れ
た
の
も
束
の
間
、
時
代
の

変
化
は
さ
ら
に
激
し
さ
を
増
し
て
い
く
。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
加
え
て
、

約
4
年
の
周
期
で
好
況
と
不
況
を
繰
り

返
す
「
シ
リ
コ
ン
・
サ
イ
ク
ル
」
と
呼
ば

れ
る
景
気
変
動
の
波
が
、
半
導
体
業
界

を
大
き
く
揺
さ
ぶ
っ
て
い
た
。
半
導
体
製

造
装
置
を
手
が
け
る
T
O
W
A
も
例
外

で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
年
、
業
界
全
体
の

不
況
か
ら
半
導
体
製
造
企
業
が
設
備
投

資
を
控
え
た
影
響
を
受
け
、
T
O
W
A

は
か
つ
て
な
い
苦
境
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。

　
未
曾
有
の
危
機
を
打
開
す
る
べ
く
、

2
0
1
0
年
に
岡
田
は
営
業
本
部
長
の

重
責
を
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
営
業

本
部
で
の
業
務
初
日
、
集
ま
っ
た
営
業
担

当
の
メ
ン
バ
ー
を
前
に
し
て
、
岡
田
は
開

口
一
番
こ
う
言
い
放
っ
た
。

　「
今
日
よ
り
以
降
、
利
益
の
見
込
め
な

い
注
文
は
受
け
る
な
。
責
任
は
全
て
、
こ

の
私
が
負
う
」。

　
T
O
W
A
の
復
活
を
か
け
て
、
岡
田
は

剣
が
峰
に
立
っ
て
い
た
。

岡
田
博
和

 

も
の
が
た
り 06Vol

激
変
す
る
半
導
体
業
界
、

荒
波
を
超
え
た
先
に
。

TOWA株式会社
代表取締役社長
岡田 博和

宝ホールディングス株式会社 お客様相談室 075-241-5111

https://sakabanashi.takarashuzo.co.jp/

酒噺とは
お酒の楽しみ方を文化・知識・店・想いの４つの
角度から伝える、宝酒造の情報サイト。
読むと今宵の１杯が楽しくなる！ 
お酒好き必見の熱いコンテンツは一見の価値あり。 

知ることで、お酒がもっと楽しくなる。
宝酒造presents

　
京
都
を
拠
点
に
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
匠
が
、お
酒
の

楽
し
み
方
を
語
る
シ
リ
ー
ズ
。今
回
は
、創
業
１
８
９
３
年
の

老
舗「
京
菓
子
司 

末
富
」４
代
目
山
口
祥
二
さ
ん
に
、新
ブ
ラ

ン
ド「
Ｓ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ 

Ａ
ｏ
Ｑ
」に
合
わ
せ
る
お
酒

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

　
Ａ
ｏ
Ｑ
は
、創
業
以
来
受
け
継
い
で
き
た
京
菓
子
作
り
に
、

現
代
的
な
感
性
を
融
合
さ
せ
た
新
感
覚
の
お
菓
子
で
す
。

普
段
か
ら
自
宅
で
晩
酌
を
楽
し
ん
で
い
る
山
口
さ
ん
が
選
ん

だ
の
は
、末
富
こ
だ
わ
り
の
味
噌
あ
ん
を
乗
せ
た
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ

と
純
米
大
吟
醸
酒
。そ
し
て
、軽
い
食
感
の
チ
ョ
コ
ふ
や
き
と

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
日
本
酒「
澪
」の
組
み
合
わ
せ
で
す
。洋
菓
子

に
和
の
う
ま
み
が
加
わ
っ
た
お
菓
子
と
、日
本
酒
と
の
新
し
い

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

次回テーマは
「京都の立ち飲み」
4月7日(金)アップ予定です。
お楽しみに!

酒噺 × ハンケイ500m コラボ記事

山
口
祥
二
さ
ん

記事はこちらから読めます。
https://sakabanashi.takarashuzo.co.jp/
cat2/suetomi_230303

京
都
の
老
舗

京
菓
子
司「
末
富
」４
代
目
当
主
が
語
る

新
し
い
京
菓
子
に
合
う
お
酒
の
噺

酒
噺 

× 

ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m
コ
ラ
ボ
記
事

お酒は20歳を過ぎてから。ストップ飲酒運転。妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・乳児の発育に悪影響を与えるおそれがあります。お酒は楽しく適量を。のんだあとはリサイクル。



2
0
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発
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問
合
せ
  info@

hankei5
0
0
.com

vol.72


